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序     文 
 

 国際協力事業団は、シリア・アラブ共和国政府からの技術協力の要請を受け、専門家チーム派

遣協力「動物用ワクチン品質検査改善計画」を平成12年３月１日から３年間の協力期間として実

施してきました。 

 当事業団は、本計画の協力実績を把握し、協力効果の評価を行うとともに、今後の本事業のフ

ォローアップの必要性の検討や、今後の事業の進め方に資することを目的として、平成14年12月

８日から同年12月21日まで、農林水産省動物医薬品検査所検査第一部長 牧江 弘孝氏を団長と

する終了時評価調査団を現地に派遣しました。 

 本報告書は、同調査団による現地調査結果、並びにシリア・アラブ共和国側政府関係者との協

議結果を取りまとめたものです。 

 この報告書が今後の更なる発展のための指針となるとともに、本チーム派遣協力により達成さ

れた成果が、シリア・アラブ共和国における動物用ワクチン品質検査システムの改善に寄与する

ことを祈念してやみません。 

 最後に本調査の実施に際し、ご協力とご支援を頂いた内外の関係各位に対し、心より感謝の意

を表します。 

 

 平成14年12月 

 

国 際 協 力 事 業 団 
アフリカ・中近東・欧州部 

部長 橋本 栄治 





評価調査結果要約表 
 
Ⅰ．案件の概要 

国名：シリア・アラブ共和国 案件名：動物用ワクチン品質検査改善計画 

分野：家畜衛生 援助形態：チーム派遣技術協力 

協力金額（評価時点） 所轄部署：アフリカ・中近東・欧州部 
中近東・欧州課 

先方関係機関：農業・農地改革省家畜衛生局 

〔協議議事録（Ｍ／Ｍ）〕：1999年12月６日 日本側協力機関：農林水産省動物医薬品検査所 
協力期間 ３年間 

（2000年３月１日～2003年２月28日） 
他の関連協力：国内研修 

１．協力の背景と概要 
 シリア・アラブ共和国（以下、「シリア国」と記す）では、高い人口増加率を背景に食料増産が
国家の重要な開発目標となっている。食料のなかで畜産物は農業生産の３分の１、一般家庭の食
費支出の３分の１を占め、家畜・家禽の疾病の予防・蔓延防止は国家の重要課題であるが、動物
用ワクチンの品質検査を担当する農業・農地改革省家畜衛生局では、機材・人材・技術の不足か
ら十分な検査ができず、品質が保証されないワクチンが流通し疾病の予防・蔓延防止に問題が生
じていた。このような背景から、シリア政府は過去鶏病予防センター計画、動物用医薬品品質検
査改善計画等の協力で高い評価が得られた我が国に対し、動物用ワクチン品質改善のための技術
協力を要請してきた。 
 我が国は、1999年11～12月に事前調査団を派遣し、1999年12月６日にミニッツを署名・交換し
2000年３月１日より３年間のチーム派遣による技術協力を開始した。 
 
２．協力内容 
 (1) 上位目標：家畜の重要疾病の予防・蔓延防止に必要とされる適正な動物用ワクチンが供給さ

れる。 
 (2) プロジェクト目標：動物用ワクチン品質管理部門における品質検査技術が向上する。 
 (3) 成 果 
  ① シリア国カウンターパート（Ｃ／Ｐ）が品質検査にかかわる基礎的技術を習得する。 
  ② シリア国Ｃ／Ｐが動物用ワクチンの品質検査技術を習得する。 
  ③ 品質管理にかかわる技術的手法が確立される。 
 (4) 投 入（評価時点・一部確定した予定を含む） 
  日本側： 
   長期専門家派遣 延べ２名36Ｍ／Ｍ 機材供与 約4,300万円 
   短期専門家派遣 延べ４名11Ｍ／Ｍ その他（運営経費） 約 100万円 
   研修員受入（見込） 延べ４名27Ｍ／Ｍ 
  相手国側： 
   Ｃ／Ｐ配置 延べ12名199Ｍ／Ｍ ローカルコスト負担 約15万シリアポンド／年 
  （施設・機材整備を含む） （3,000ドル／年） 

Ⅱ．評価調査団員の概要 

調査者 
団長･総括：牧江 弘孝 農林水産省動物医薬品検査所検査第一部長 
評 価 計 画：石井 明子 国際協力事業団アフリカ・中近東・欧州部 中近東・欧州課 
評 価 分 析：監物 順之 中央開発株式会社海外事業部 

調査期間 
2002年12月13日～2002年12月21日 
（コンサルタント団員は12月８日～12月21日） 

評価種類：終了時評価 



Ⅲ．評価結果の概要 

１．評価結果の要約 
 (1) 妥当性（高い） 
  1) シリア国において畜産物は農業生産高の３分の１、一般家庭食費支出の３分の１（出典：2001

年版 Statistical Abstract シリア政府統計局）を占め、家畜衛生の改善は国家重要政策である。
JICAの国別事業実施計画においては、安定した持続的な農業開発を援助重点項目としてあげて
おり、本プロジェクトのプロジェクト目標、上位目標は両国の政策と整合性がある。 

  2) 本調査団は、evaluation questionのひとつに、「シリア国（家畜衛生局）は検定技術の習得を
本気で取り組む意志があるのか」を掲げて調査に挑んだ。調査によると、品質管理部が製造部
で作られたワクチンに対して、不合格判定を出した際に製造部から判定の取り消しの圧力があ
ったとの専門家報告が背景にある。両方の部とも家畜衛生局の所管であるため、シリア国が本
気で検定技術を導入しようとしているか否か、その真意が疑われた（ちなみに、1998年３月終
了した個別専門家チーム派遣「動物医薬品品質検査改善計画」では、検査対象が民間製造の薬
品であったためにそのようなことは起こらなかった）。調査結果としては、現在も製造部に判
定結果を受け入れさせるために粘り強い交渉を要しているようであるが、実際には品質検査部
の判定どおり、2001年に２ロット、2002年に３ロットを不合格としている実績がある。現在、
国家検定基準がない理由のひとつに、「一度に先進国並の国家検定基準を採用すれば国内ワク
チンの供給量が格段に減り、かといって市場に出回っている製剤の中の最低基準に落とした場
合、それより上質の輸入製剤の質まで落ちることとなる」こともあげられている。シリア国は
現在、その移行期の狭間にあり、検定に際しては上記のようなことは起こって然るべきである。
少なくとも、品質向上実現の前段階として、現在のワクチンの質を承知しておきたいと本気で
考えていることは確かである。家畜衛生局の将来像としては、シリア国のワクチンの検定技術
の向上と国際基準に準ずる製剤基準の作成により、シリア国の畜産品質（衛生面）における信
頼性が周辺国において高まり、それが畜産物輸出量の更なる増大に貢献することを想定してい
るようである。このようにシリア国の目指す方向性は明確であり、検定技術の行政面への適用
を図ることに対するシリア国の意志は強いことが確認され、妥当性は高いことが確認された。 

 (2) 有効性（高い） 
 基礎的技術の諸要素それぞれについては少なくとも各２名以上のＣ／Ｐが、またワクチン品質
技術の諸要素それぞれについては少なくとも各１名以上のＣ／Ｐが独自で実施できるレベルに
達した。品質管理の諸要素に関する数多くのマニュアル（操作手順書）原稿も調査時点では作
成されており、協力終了時までには当該マニュアル原稿をベースとした手法集が実施機関によ
り制定される見込みである。これらの成果によりプロジェクト目標は、おおむね達成される見
込みである。 

 (3) 効率性（高い） 
 機材の到着が大幅に遅れ、専門家の活動に支障をきたしたこと、日本研修を終えたＣ／Ｐが帰
国直後にプロジェクトから離れたこと、備品／消耗品や実験動物の不足といった問題があった
が、全体としては、少ない投入により所期の成果が達成され効率性は確保されている。 

 (4) インパクト（上位目標とプロジェクト成果の因果関係を証明することは困難であるが、プラ
スのインパクトが出始めている） 
 上位目標「品質検査の終了しているワクチンによる事故発生がほとんどなくなる」の達成に
ついては、事故は品質管理の問題のみに起因するものでないため、事故件数の増減をもって上
位目標と本プロジェクト成果との因果関係を証明することはできない。しかしながら、2000年
の事故発生件数が50件であったのに対して、2002年が２件のみである事実は、プロジェクトの
上位目標達成への貢献の可能性を示唆する。 
 また、上位目標を達成するためステップとして必要な国家検定基準については、専門家によ
る検査技術移転と日本の国家検定基準紹介が功を奏し、シリア国にその作成を開始しようとす
る動きが出ている。これは、プロジェクトの枠組みを越えたプラスのインパクトといえよう。
その他のインパクトについても、ワクチン品質検査部と関連他機関（ワクチン製造部、家畜疾



病診断部、バース大学等）との交流が拡大し、また家畜衛生部内におけるワクチン検査関連の
人員・予算が強化されるといったプラスのインパクトが出始めているが、その強さ・永続性を
確認するには時期尚早である。なお、マイナスのインパクトは見えていない。

　(5) 自立発展性（自立発展性のポテンシャルはあるが更なる改善が望まれる）
　本プロジェクト成果３項目のうち操作手順書作成を除く２項目（品質検査基盤技術の習得、
ワクチン品質検査技術）と目標（ワクチン品質検査技術の向上）は既に達成されている。現在
までの技術移転の達成効果を持続させ、それが上位目標の達成に貢献するためには、以下のス
テップが必要であり、それらが担保されれば持続可能性のポテンシャルは高いといえる。
ステップ１：操作手順書（SOP）ドラフトの承認。これは、現在の技術を属人的な所有物とす

るよりは新人教育を含む組織としての技術の定着を保証する。
ステップ２：消耗品や実験動物の供給。これら供給は、これまで本邦研修によってのみ移転し

てきた技術をシリア国での検定に適用することを可能にする。
ステップ３：国家検定基準の作成と承認。これに関しては、Project Design Matrix（PDM）上の

活動項目として「国家検定基準作成への助言」があげられている。現在までのと
ころ、英国薬事法（British Pharmacopia）や国際獣疫事務局（OIE）基準を参考に
検定の判定がなされているが、明文化すれば、習得した検査技術を家畜行政へ正
式に関与させることを可能にする。

　上記ステップのうち、プロジェクト実施期間中に最も懸念された事項である消耗品や実験動
物供給については、①動物舎建設の予算が確保され、2003年１月の入札を待つばかりになって
いること、②家畜衛生局長は現在日本側が負担する現地業務費（recurrent cost）の額を把握し
ており、来年度から消耗品や実験動物購入予算として２万ドル／年を当てることが予定されて
いることから、その実現の可能性は高い。組織的に見ても、Ｃ／Ｐ機関は1998年３月成功裏に
終了した個別専門家チーム派遣「動物医薬品品質検査改善計画」の実施機関であり、現在もそ
の成果を活用した医薬品品質検査を継続的に自力で実施していることも考慮すると、上記に記
した終了後の予算措置計画の実現可能性は高いと推測される。

２．効果発現に貢献した要因
　(1) 計画内容に関すること

　先に比較的取り組みやすい一般医薬での協力を実施し、その後、難度の高いワクチンを、一
般医薬で日本の技術協力のやり方を経験した同じ実施機関と取り組んだこと。

　(2) 実施プロセスに関すること
　2002年10月南部シリアで発生したワクチン事故が疑われた問題に対し、専門家・Ｃ／Ｐのチ
ームが詳細な調査を行いワクチン事故ではないとの報告書を提出したことで、ワクチン製造
部、疾病診断部の信頼が得られ、関連各部との情報交流や協力がしやすくなったこと。

　(3) プロジェクトの選択
　本分野関連の支援の一般的な順序としては、「家畜診断技術の確立と重要疾病に関する疫学
情報の把握」→「重要疾病ワクチンの製造」→「ワクチン検定技術の確立と製剤基準の作成」
である。本プロジェクトは、日本側の人的・予算的リソースの制約により、順序的には一番最
後に行うべき支援から開始した。この弊害としては、以下の点があげられる。①診断技術の確
立の不備により、ワクチン品質向上の成果を科学的な根拠として、正確にかつ定量的に計るこ
とを困難にした。②検定方法は製造過程の裏返しの関係にあり、製造過程で行われていること
の把握なくしては検定方法も定まらない。また、品質検査部のみ検査の精度を習得し、検査基
準を引き上げても製造物の品質が向上しない限り、不合格品が増えるばかりであり、良質なワ
クチンの供給量が増えることにはならない。結果として、本プロジェクトが良質なワクチン供
給量増加に貢献するためには、品質検査技術の底上げに加え、それが製造部の製造技術向上の
ための意識改革を促すといったプロジェクト枠外への関与も必要となった。



３．問題点及び問題を惹起した要因 
 (1) 計画内容に関すること 

 成果及びプロジェクト目標が概念的であり、どのレベルまでの到達を目標としているのか、
関係者の間で認識が共有されていなかったこと。 

 (2) 実施プロセスに関すること 
 定期的な進捗管理活動が行われておらず、プロジェクトの到達段階、問題点とその対応に関
係者の一致した認識が得られていなかったこと。 

 
４．結 論 
 ５項目評価のなかでは特にマイナス面はなく、全般的に高く評価される。シリア国において、
必要とされる動物用ワクチン品質検査の枠組み（検査技術習得、検定判定目安の習得とそれに基
づく判定実施）は立ち上げられ、本プロジェクトは成功したといえる。今後業務の積み重ねによ
り技術の蓄積、技能の向上を図るとともに若手新人への技能継承の仕組みを確立し、業務の増大
に応じた予算措置を確保するなどのシリア国の努力により、維持・強化されることが望まれる。 
 
５．提言（当該プロジェクトに関する具体的な措置、提案、助言） 
 (1) プロジェクト終了に向けての課題 

 関係者は終了時までに現時点で未達成部分のある計画された成果（特にSOPドラフトの承認）
をすべて達成し、プロジェクト目標の達成を確保すべく努力することが望まれる。 

 (2) プロジェクト期間終了後の課題 
 本プロジェクトにより、シリア国における動物用ワクチン品質検査実施の枠組みは立ち上げ
られ、協力期間内にプロジェクト目標は達成される見込みである。今後プロジェクト目標達成
をより確実にしていくために不可欠の要素の多くは、今回の評価調査の提言を参考に、シリア
国側自身がワクチン検定の制度・組織・予算の確立・強化や、関連機関との連携強化等、動物
用ワクチン品質検査の枠組みを維持・発展させることであり、これらはシリア国側の主体的取
り組みにより達成されるべきである。 

 (3) 今後の長期的な課題 
  ① 動物用ワクチン品質検査の枠組みの維持・強化 

枠組みは立ち上げられたがまだ強固とはいえず、以下を含む強化策の実現が望まれる。 
・消耗品等必要資材の入手ルート・予算措置の確立 
・今後のワクチン製造量、輸入量、検査項目の増加に伴う業務量増大に対応するための品質 
検査部門の組織・人員・予算の強化 

・関係機関との連携強化 
  ② ワクチンの国家検定制度の確立 
  ③ 技術の強化と内部訓練による若手への継承 
 (4) 短期専門家の要請 

 細菌分野の短期専門家要請がなされた。ニーズ、業務目的、プロジェクト目標との整合性等
によっては対応を検討すべきである。 

 
６．教 訓 
 (1) 管理支援体制の重要性 

 プロジェクトの円滑な実施のためには、専門家の重要性は当然ながらそれを支援する体制（例
えば、調整員の配置）の確保、若しくは調整能力を兼ね備えた専門家の配置も考慮する必要があ
った。 

 (2) 進捗管理の重要性 
 本プロジェクトでは、進捗管理会議その他定期的なモニタリングは実施されておらず、到着
すべき目標がどのレベルか関係者間に共通の認識が形成されていなかった。目標とそれに対す
る進捗状況に対する関係者間の認識の共有とそれに向かっての一致した努力がプロジェクト推



進上重要である。 
 (3) 関連機関とのコミュニケーションの重要性 

 本プロジェクトは初期にワクチン製造部や疾病診断部といった関連部門とのコミュニケーシ
ョンが良好に行われず苦労したが、後半にはこの点が改善され進捗がスムーズになった。プロ
ジェクトの広報活動を含む関係先とのコミュニケーションは重要である。 

 (4) 機材通関手続きの迅速化 
 機材を使った技術移転では、機材到着の遅れが活動に及ぼす影響は大きい。機材内容が固ま
り次第日本、シリア国双方の輸出入・通関手続きにはどのような書類が必要か調査し、準備を
開始すべきである。 
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第１章 終了時評価調査団の派遣 
 

１－１ 調査団派遣の経緯と目的 

 本プロジェクト（チーム派遣）は、1995年10月から1998年３月に実施済みの「動物医薬品品質

検査改善計画（チーム派遣）」により対象外とされた動物用ワクチンの品質を保証する必要がある

ことから、シリア国が協力を要請してきたものである。本プロジェクト目的は、動物用ワクチン

の品質検査能力を向上させることであり、これにより家畜疾病の防疫改善、畜産業の振興に寄与

することを期待して、2000年３月から３年間の予定で協力を実施中である。 

 同プロジェクトに対しては、２名の長期専門家派遣を核として、機材供与と研修員受入を実施

してきたが、2003年２月の終了に先立ち、協力の成果を取りまとめる必要から終了時評価調査団

を派遣することとなった。本調査では、過去約３年間の協力実績とその成果を、JICA事業評価ガ

イドラインにのっとり、初期計画、活動実績、外部条件など総合的な観点から評価し、チーム派

遣終了後の家畜衛生改善分野に係る協力方針を策定する際の教訓と提言を抽出することを目的と

した。成果の評価においては、既存のProject Design Matyrix（PDM）（英文）を基にPDMe（評価

用PDM）を作成し、評価５項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）の観点か

ら実施した。 

調査内容 

① プロジェクト実施把握、実施体制（日本、シリア双方のインプット、外部条件）及び実施プ

ロセスの整理・評価 

② JICA事業評価ガイドライン及びPDMに沿った評価５項目によるプロジェクト成果の評価 

③ 本プロジェクト終了後の協力方針に関する協議（農業農地改革省家畜衛生局） 

 

１－２ 調査団の構成 

氏 名 担 当 所 属 
牧江 弘孝 団長（総括／ワクチン品質検査） 農林水産省 動物医薬品検査所 
石井 明子 評価企画 国際協力事業団アフリカ中近東欧州部中近東欧州課 
監物 順之 評価分析 （株）中央開発 取締役事業部長 

 

１－３ 調査期間（付属資料１. 評価調査団日程表参照） 

 2002年12月８日（日）～12月21日（土） 

 牧江団長：12月13日（金）～12月21日（土） 

 監物団員：12月８日（日）～12月21日（土） 

 石井団員：12月13日（金）～12月21日（土） 

なお、石井団員は残務処理のため、25日まで延長した。 
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第２章 終了時評価の方法 
 

２－１ 評価の手法 

 本調査においては、JICAのプロジェクト管理に使用されているプロジェクト・サイクル・マネ

ージメント（PCM）手法に基づいて、評価を実施した。 

 

２－２ 評価の手順 

 (1) 国内作業 

  1) 評価用PDM（PDME）の作成 

 PCM手法においては評価の実施にさきがけ、既存のPDMを整理して評価用PDM（PDME）

を作成することになっている。本プロジェクトにおいてこれまでに作成されたPDMは、事

前調査時に作成され、JICA事前調査団長とシリア国農業・農地改革省家畜衛生局長との間

で交わされたミニッツ（1999年12月６日付）に添付されたプロジェクト・デザイン・マトリ

ックス（PDM0）が唯一のものである。 

 このPDM0においては、投入、活動、成果、プロジェクト目標といったプロジェクトの要

素は比較的明確に記載されているが、成果及びプロジェクト目標の達成度を測る指標は、以

下のように定性的な記述にとどまっている。 
 

プロジェクト目標 
動物用ワクチン品質管理部門における品質
検査技術が向上する 

プロジェクト目標の指標 
・2003年までに品質管理部の職員が遅滞なく
正確に品質検査可能な知識及び技術を身に
つける 

・既存検査設備を適切に管理する体制が維持
される 

成果 
１．シリア国側Ｃ／Ｐが品質検査に係る基盤
的技術を習得する 
２．シリア国側Ｃ／Ｐが動物用ワクチンの品
質検査技術を習得する 
３．品質管理に係る技術手法が確立される 

成果の指標 
・2002年までに品質検査に係る基盤的技術が
定着する 

・2003年までに重要疾病に対するワクチンの
品質検査技術が定着する 

・2003年までに重要疾病に対する品質検査マ
ニュアルが作成される 

 
 すなわち「成果」においては、「○○の技術を習得する」となっているところが指標では

「何々の技術が定着する」と言い換えられているだけで、何をもって技術が「定着」した、

あるいは技術を「習得」したと判定するのか明らかでない。同様に「プロジェクト目標」に

おいても「品質検査技術が向上した」か、あるいは「品質検査可能な知識及び技術が身につ

いた」かを判定するのか明らかでない。 
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 そこで本終了時評価調査においては、プロジェクトの活動に係る技術移転をめざした技術

手法をどれだけＣ／Ｐが自分のものにしたかを「成果」達成度の指標とし、またその結果実

施機関が検査を実施したワクチンの種類、検査項目、検査件数が実施前にくらべて増加した

かどうか、検査の質はどうかを「プロジェクト目標」達成度の指標とすることとし、PDM0

の指標欄を以下のように改訂したPDMEを作成して、このPDMEを用いて評価を実施すること

とした。 
 

プロジェクト目標 
動物用ワクチン品質管理部門における品質
検査技術が向上する 

プロジェクト目標の指標 
・2003年に品質管理部の職員が品質検査を実
施した動物用ワクチンの種類、検査項目、
検査実施数が、1999年に比べ増加している 

成果 
１．シリア国側Ｃ／Ｐが品質検査に係る基盤
的技術を習得する 

２．シリア国側Ｃ／Ｐが動物用ワクチンの品
質検査技術を習得する 

３．品質管理に係る技術手法が確立される 

成果の指標 
１．2003年までに重要疾病に対する品質検査
マニュアル（操作手順書：SOP）が作成さ
れる 

２．プロジェクト終了時までにＣ／Ｐの半数以
上が、１－１から１－８までの活動項目を
マニュアル（操作手順書：SOP）に従い、
独自に実施できるようになる 

３．プロジェクト終了時までに活動項目２－
１から２－５までの各項目に対し、１名以
上のＣ／Ｐがマニュアル（操作手順書：SOP）
に従い独自に実施できるようになる 

 

 なお、同時に事前調査団報告書に添付された和文PDM0の内容で、ミニッツに添付された

英文PDM0と異なった内容となっている箇所は、両国間で交わされたミニッツに添付された

英文内容にあわせることにより整合性をもたせた。PDM0及びPDMEは付属資料１.評価調査

ミニッツに添付する。 

  2) 調査表（調査グリッド）の作成 

 PDMEを基にして、本調査に必要とされる主要な調査項目と情報収集方法を網羅した以下

２種類の調査グリッドを作成した。 

   ① 計画達成度・実施プロセス調査表（達成度グリッド） 

 プロジェクトの「活動」「成果」「プロジェクト目標」が計画どおりに順調に進捗・達

成しつつあるか。 

   ② 評価調査表（評価グリッド） 

 評価５項目の視点でプロジェクトが終了時までに、意図した結果を得られる可能性は

高いか。目標達成のための貢献要因・阻害要因は何か、軌道修正の必要はあるか。 
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  3) 資料レビュー、調査表記入 

 国内において入手できる資料をレビューし、調査表の項目で資料から判明したことがら

を調査表に記入した。 

  4) 質問票の作成・送付 

 調査表（調査グリッド）の内容から必要な質問票４種類（日本人専門家宛、シリア国側

Ｃ／Ｐ宛、シリア国実施機関プロジェクト実施責任者宛、家畜防疫前線に従事している獣医・

酪農公団・家畜研究所等の獣医、一般獣医、農家・養鶏業者等宛の４種類）を作成し、現地

に送付して記入を依頼した。 

 

 (2) 現地調査 

  1) 情報の収集 

 以下の手段により情報を収集した 

   ① 質問票回答の回収・整理 

   ② プロジェクト関係者との面談調査 

 プロJICAシリア事務所、シリア国農業・農地改革省家畜衛生局（プロジェクト責任者）、

同局薬品等検査部及び同部ワクチン検査課（プロジェクト実施機関）、同局関連各部（ワ

クチン製造部、疾病診断部） 

日本人専門家、シリア国側Ｃ／Ｐ 

酪農公団、養鶏業者（ワクチン使用者、受益者） 

   ③ 現場調査 

 品質検査ラボ見学・機材管理状況調査、動物用医薬品品質検査改善プロジェクト現状

見学、酪農公団・養鶏業者等面談 

  2) 調査結果のまとめ 

   ① 団内協議のうえ、調査結果を達成度グリッド及び評価グリッドにまとめた。 

 調査内容は投入及び活動の実績と成果・プロジェクト目標・上位目標・最終目標の達

成度（見込みを含む）、促進要因・阻害要因、５項目評価、及び提言と教訓である。 

   ② グリッドに基づき、評価結果を記載したミニッツ（日本側案）をまとめた。 

   ③ シリア国側評価調査団と日本側評価調査団とによる合同評価委員会を開催し、日本側案

を基にシリア国側と内容を討議し、両者間の合意事項を「合同評価議事録」としてまと

め、署名・交換した。 

 

２－３ 評価の視点 

 派遣専門家の報告書中に、「品質管理部は製造部からの圧力により不合格判定を行うことが困
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難」と指摘があり、これはプロジェクトの存在意義を問う問題でもあるため、シリア国の真意と

現状を確認することも、根本的な調査の視点とした。 

 

２－４ 評価項目 

 評価はPDM手法に従い、以下の５項目の視点から実施した。 

 (1) 妥当性 

 プロジェクト目標や上位目標がシリア国の開発政策、我が国の援助方針、受益者のニーズ

に合致しているかどうかを判断する。 

 (2) 有効性 

 成果及びプロジェクト目標の現時点での達成状況、プロジェクト終了時での達成見込み、

及び成果の達成がプロジェクト目標の達成に貢献しているかを判断する。 

 (3) 効率性 

 投入の時期、質、量等により、成果にどう影響を与えたか、投入は成果の達成のために貢

献しているか、投入に過不足はなかったか（無駄な投入はなかったか）を判断する。 

 (4) 自立発展性 

 制度的側面、財政的側面及び技術的側面から、協力終了後も相手国側によりプロジェクト

の成果が継続して維持・発展する見込みがあるかどうかを評価する。 

 (5) インパクト 

 プロジェクト実施によりもたらされる、より長期的、間接的効果や波及効果を見るもので

あり、プロジェクト計画時に予期されたあるいは予期されなかったプラスあるいはマイナス

の波及効果を評価する。なお、上位目標は計画立案時に「意図した」、「プラスの」インパク

トである。 
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第３章 プロジェクトの実績 
 

３－１ 「投入」の実績 

 本プロジェクトにおける現在までの投入実績（一部、今後の投入予定を含む）は、以下のとお

りである。 

 

 ３－１－１ 日本側の投入 

  (1) 長期及び短期専門家の派遣 

 当初計画では、長期専門家を１名、短期専門家４名の派遣を計画していた。 

 下表に、当初計画と終了時評価時点での実績（一部、今後の投入計画分も含む）の比較

を示す。 

 

表３－１ 専門家派遣状況 

種 類  
当初計画 

（Ｍ／Ｍ＝人・月） 
評価時点での実績 

（既に決まっている今後の従事期間を含む） 

人数及び期間 １名３年間（36Ｍ／Ｍ） 累計２名（山本24Ｍ／Ｍ、西川12Ｍ／Ｍ 計
36Ｍ／Ｍ） 

長期派遣
専門家 

担当分野 プロジェクトマネージ
ャー、基盤技術及びワ
クチンの検査技術 

動物用ワクチン改善全般として、基盤技術
及びワクチン検査技術を担当 

人数及び期間 ４名各３か月、 
計12Ｍ／Ｍ 

現在派遣中の１名を含め、４名 内３名各３
か月、１名２か月 ４名合計で、11Ｍ／Ｍと
なる見込み 

短期派遣
専門家 

担当分野 基盤技術１名、ウイル
ス製剤検査１名、細菌
製剤検査２名 

左記当初計画のとおり 
 

 

 長期専門家の投入は、当初計画で１名×36か月であるところ、現時点での実績及び確定

した予定では、途中交代２名で計36Ｍ／Ｍと当初計画どおりの投入量となるが、2000年

３月１日開始予定が同年４月９日と１か月あまり遅れたこと、及び途中交代に伴い11日間

のブランクがあったことで、２人目の長期専門家の任期満了が、協力終了予定の2003年

２月末より約50日遅い同年４月19日となっている。 

 短期専門家の投入は、当初計画で４名各３か月となっている。人数及び担当分野は当初の

計画どおりであるが、細菌製剤担当２名中の１名は従事期間２か月であり、全体のＭ／Ｍ

も１か月少ない11Ｍ／Ｍとなる見込みである。 
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  (2) 研修員受入（Ｃ／Ｐの日本での研修） 

 研修受入は、当初計画で、５名各６か月となっている。 

 これまでの研修員受入実績及び今後の予定は下表のとおりである。 

 

表３－２ カウンターパート日本研修実施状況 

No. 氏 名 所 属 研修科目 研修時期 研修期間 

１ Dr. Ghiath al-Dawi 当ワクチン検定課の
課長から一般薬検定
課に新設予定の薬物
残留検定課に移動 

細菌性ワクチン検
定技術 

2000年７月より
2001年２月 

約７か月
間 

２ Dr. Ghassan al-Masri ワクチン検査官 細菌性ワクチン検
定技術 

2001年４月より
2001年９月まで 

約５か月
間 

３ Dr. Ayman Blaibl ワクチン検査官 鶏用ワクチン検定
技術を主として 

2003年１月より
予定 

５か月間
予定 

４ 人選中 ワクチン検査官 中大動物用ウイル
ス性ワクチン検定
技術を主として 

2003年２月又は
３月より予定 

６か月間
予定 

 

 以上のとおり、当初計画の５名に比し、調査時点（2002年12月）までに実施されたのは

２名のみで、終了時までにあと２名追加実施予定である。なお以上の研修はすべて農林水

産省動物医薬品検査所にて実施又は実施予定である。 

 

  (3) 機材供与 

 表３－３に示すとおり、鶏用アイソレーター、大型高速遠心冷却器、小型冷却遠心機、

ELISAリーダー、各種孵卵器等を中心に供与機材3,720万円、専門家携行機材578万円、計

約4,300万円の機材を供与している。 

 なお、プロジェクト開始時のミニッツに記載された機材のなかでバイオ・クリーンベン

チ以外はすべて供与されたが、バイオ・クリーンベンチについては日本での輸出承認が取

得できず、現地にて代替品の調達を検討中である。 
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表３－３ 機材供与リスト（主要機材） 
 
年 度 内  容 総 額 

平成12年度 (1) 山本富史長期専門家携行機材 
 ①電子天秤 １台 
 ②電磁式攪拌機 １台 
 ③細胞並びに細菌培養用培地類等 計50万円相当 

 (2) 供与機材Ⅰ 
 ①鶏用アイソレーター １式 ⑧ELISAリーダー １式 
 ②大型高速冷却遠心機 １式 ⑨小型凍結乾燥機 １式 
 ③小型冷却遠心機 １式 ⑩倒立顕微鏡 １式 
 ④バイオ・クリーンベンチ １式 ⑪CO２孵卵器 １台 
 ⑤薬品保冷庫 １台 ⑫発育鶏卵用孵卵器 １式 
 ⑥超低温冷凍庫（－85度） １式 ⑬低温孵卵器 ２台 
 ⑦落射式蛍光顕微鏡 １式 ⑭その他実験用資機材、試薬等 計3,100万円 

 (3) 供与機材Ⅱ 
 ①細胞培養マイクロプレート １ケース 
 ②マイクロ・ピペット １式 
 ③ピペット他検査室用機材類 計500万円相当 

 (4) 供与機材Ⅲ 
 ①細胞培養用牛胎児血清 
 ②トリプシン他 計120万円 

 (5) 蒲生恒一郎短期専門家携行機材 
 ①各種疾病診断用ELISA抗原等 １式 
 ②試薬類 計115万円相当 

平成13年度 (1) 佐々木貴正短期専門家携行機材 
 ①PCR用資機材 １式 
 ②細胞培養機材他 計100万円相当 

平成14年度 (1) 西川洋昭長期専門家携行機材 
 ①細胞培養マイクロプレート ３種 
 ②実験用品類 １式 
 ③細胞培養用牛胎子血清等 計100万円相当 

 (2) 現地調達分 
 ①軟水化装置 １式 
 ②試薬用冷蔵庫 ２台 
 ③パーソナル・コンピューター １台 
 申請中 
 ④大型高速冷却遠心機用 高速用アングル・ローター １式 
 ⑤小動物用比較試験５連ケージ １式 

計40万円相当 
 
 
計48万円相当 

 (3) 入谷好一短期専門家携行機材 
 ①牛胎子血清 
 ②試薬類 計70万円相当 

 (4) 齋藤明人短期専門家携行機材 
 ①ミリポア・ポンプ 
 ②検卵器 
 ③試薬類 計55万円相当 
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 ３－１－２ シリア国側の投入 

  (1) Ｃ／Ｐスタッフの配置 

 プロジェクト開始時のミニッツでは、シリア国は以下のＣ／Ｐスタッフを配置することに

なっている。 

   1) プロジェクトマネージャー １名 

   2) 牛・羊用ワクチン検定技術担当 ２名 

   3) 鶏用ワクチン検定技術担当 ２名 

   4) 管理・補助職員（人数記載なし） 

 実際に配置されたＣ／Ｐスタッフは下表のとおりである。 

 

表３－４ カウンターパート配属表 
 

氏 名 職 位 担 当 配属期間 業務経験 

Dr. Mounwer Al-Darir Head of Quality Control 

Section. 

Project Manager 2000年３月～現
在※まで 

10年 

Dr.Ghiath Al-Dwai  Former head of vaccine 

section 

Bacteria vaccine assay 2000年１月15日～
2001年２月24日及
び2001年４月11日
～2002年１月25日
まで 

 

Dr. Ghassan Al-Masri Current head of vaccine 

section 

Virus vaccine assay 2000年４月～現
在※まで 

13年 

Dr. Maher Nassir Inspector Virus vaccine assay 2000 年 ４ 月 ～
2000年６月 

 

Dr. Ayman Blaibl Inspector Chicken vaccine assay 2000年４月～現
在※まで 

2.8年 

Dr. Sawsan Mousa Inspector Bacteria vaccine assay 2000 年 ４ 月 ～
2001年９月 

 

Dr. Eid Mohamad Inspector Virus vaccine assay 2000年８月～現
在※まで 

2.5年 

Dr. Enas Mossa Inspector Virus vaccine assay 2001年３月11日
～現在※まで 

1.8年 

Dr. Sawsan Dabool Inspector Bacteria vaccine assay 1999年12月28日
～現在※まで 

1.5年 

Dr. Mohammed Abd-Aljwad Inspector Chicken vaccine assay 2002年10月～現
在※まで 

２か月 

Dr. Wafic Hmdan Inspector  Virus vaccine assay  2002年10月～現
在※まで 

２か月 

Dr. Khaldon Al-Shamdi Inspector Bacteria vaccine assay 2002年12月１日
～現在※まで 

１か月未満 

※ 2002年12月の終了時評価時現在 

 

 表３－４のとおり、現在Ｃ／Ｐは検査部長を含め９名となっている。計画の５名に比して、

数的には多いようであるが、検査部長を及び最近１、２か月の間に加わった新人３名を除
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けば５名となり、計画どおりといえる。ただし内１名は産休後の育児期間中で勤務時間に

制限があり、フルタイムと言いがたい。 

 

  (2) 施設等 

 施設等Ｃ／Ｐ配置以外のシリア国側による投入の状況は以下のとおりである。 

   1) 土地、建物 

 初年度に、ダマスカス郊外のShabaa地区にある、既設の未使用建物を整備し、ここへの

移転がなされた（以前にプロジェクトで技術協力がなされた一般薬検定課がある同一敷

地内）。 

 ３階建てのうち、１階部分のみで通常業務が行われている。スペースとしては十分で

ある。また、環境も良好である。 

 しかし、本来実験室として建設されたものではないため、実験室（特に微生物を扱う

実験室）としては、空調、防塵、洗浄等において不適切な面がある。 

   2) 動物舎 

 既設の動物舎２棟がある（これらは牛等の大動物臨床用として建設されたもので実験

用小動物には不適切であり、鶏、マウス、モルモット、ウサギ等の感染・実験棟と、同

小動物飼育棟に改造することが計画されている）。 

   3) 電話線 

 国内通話用回線が敷設されているが、別棟の一般薬検査課の課長室と親子式となって

いる。FAX機はなく、国際通信はe-mailと自宅の電話、FAXを利用している。 

   4) 執務室 

 独立した１室が用意されている。事務机２人分、パソコン机、書類戸棚が整備されて

いる。 

   5) 車 両 

 車両は提供されていない。専門家の通勤には、一般薬検定部の職員に貸与されている

公用車が用いられている。前専門家の時には、送り迎えが不定期、不規則で大変に苦労

されたようである注1。現在は、短期専門家の送り迎えを依頼しているが、おおむね問題

なく推移している。 

 資機材の調達、発育鶏卵、実験動物等の調達の際に車両がないため、非常な不便が感

じられている。特に、資機材調達はおおむね専門家の車両で勤務時間外又は週末に行わ

れている。 

                                                                                          
注1 短期専門家の出退勤は日当から支出することになっており、短期専門家の派遣にあたり、シリア国側からの車両の提供に
ついて取り決めがどのようになされたのか定かではない。 
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   6) 年間予算 

 現場では予算制度が不明確で、おおむね必要な資材を入用になってから購入申請している

のが現状である。したがって、洗剤、消毒剤等がまったくないときがしばしば生じている。 

 一応、毎年約15万シリア・ポンド（3,000ドル）が支出されている。試薬類、実験動物

用飼料、消毒薬、洗剤等の調達に支出されている。 

 

 ３－１－３ 結 論 

 本プロジェクトにおいて、日本側の投入（長期専門家、短期専門家、研修員受入、機材供与、

現地運営経費）は、一部に時期の遅れがみられたものの、全体としてはおおむね当初の計画ど

おり（若干少なめ）に実施された。 

 一方、シリア国側の投入である、土地や施設・機材については、形のうえではおおむね計画

どおり投入されたといえるが、本来実験室として建設されたものでないことから、空調、防塵、

洗浄室、小型動物舎等不適切なものがあった。 

 Ｃ／Ｐの配置については、人数的には現在９名であり、当初計画（プロジェクトマネージャー

１名、牛羊２名、鶏２名、計５名）の人数は超えているが、検査課長１名及び最近１、２か月

の間に配属された３名を除くと、計画どおりといえる。また日本研修を終えたベテランスタッ

フ１名が他に転出し、後任には経験のない若手が補充されるといった問題が発生している。 

 以上、日本、シリア国ともに投入の一部に遅れがあったなど若干の問題はあったものの、関

係者の努力でなんとかやりくりされ、計画の進展を大きく阻害するまでにはいたっていない。

やや少なめながらほぼ計画どおりの投入が実施されたといえよう。 

 

３－２ 「成果」の実績 

 ３－２－１ 「成果」の計画値 

 本プロジェクトの達成すべき成果は、PDM上に以下の３項目が記載されている。 

  (1) シリア国側Ｃ／Ｐが品質検査に係る基盤的技術を習得する。 

  (2) シリア国側Ｃ／Ｐが動物用ワクチンの品質検査技術を習得する。 

  (3) 品質管理に係る技術手法が確立される。 

 本調査においては、これらの成果の達成度を測る目安として第２章にのべたように、以下の

指標を設定した。 

  1) プロジェクト終了時までにＣ／Ｐの半数以上が、表３－５の１－１から１－８までの活動

項目をマニュアルに従い独自に実施できるようになる。 

  2) プロジェクト終了時までに表３－５の活動項目２－１から２－５までの各項目に対し、１

名以上のＣ／Ｐがマニュアルに従い、独自に実施できるようになる。 

  3) 2003年までに重要疾病に対する品質検査マニュアルが作成される。 
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 ３－２－２ 「成果」の実績 

 上記指標に従い、活動項目ごとに「成果」と「成果」に直結する「活動」計画の達成状況を

調査した結果は以下のとおりである。 

 

表３－５ 成果・活動の達成状況 
 

成 果 活動項目 *到達度 
判定の根拠となる作業状況、活動
内容（完了項目、未完項目等）等 

備考（阻害要因、促進要因、等） 

1-1. 検査用試薬類の
調整法 

５ 日常的に試薬は調整されている 
検査用試薬、一般試薬の調達が
困難 

1-2. 培養液・培地類
の調整法 

４ 
日常的に培地類は調整されてい
る 

イーグルMEMに切り替え細胞
培養が容易になった 

1-3. 細胞培養法 ３ 
Vero、羊腎細胞、牛腎細胞、鶏胚
細胞の培養を実施中 

今後血清類の調達が困難 
自家生産体制が必要 

1-4. ウィルス（細菌）
培養法 

３ 
検定の準備、訓練。また対照用菌
株の継代実施 

株細胞、菌株の確実な保存が課
題 

1-5. ウィルス（細菌）
定量法 

３ 
検定のための訓練で。発育鶏卵に
よる定量法も実施 

対照とする標準株の導入が望
まれる 

1-6. 免疫血清作成法 ３ 
ND,EDS76で経験。IB抗体を鶏ア
イソレーターで作成 

純粋な抗血清作成が可能とな
った 

1-7. 抗原作成法 ２ 
ND、マイコプラズマで実施EDS76
で作成中 

適切な株の入手で多くに抗原
作成が可能となった 

1-8. 血清反応術式 ３ 
血球凝集阻止反応、蛍光抗体法、
ゲル内沈降反応他 

今後の検査法導入の可能性が
広がった 

1.基盤的技
術の習得 

1-9. その他の技術 (1) 
PCRによる細菌株の特定等。検定
には活用せず 

問題解決の手段となる。研究に
着手可能となった 

2-1. 特性試験 ２ 日常的に実施されている 問題はない 

2-2. 無菌試験 ４ 
日常的にすべての検体に付いて
実施 

マイコプラズマ用培地の馬血
清等の調達が課題 

2-3. 染色試験 ２ 細菌の汚染確認のために実施 問題なし 

2-4. 不活性化試験 １ 
不活化ワクチンに付いて実施計
画中 

実験動物の調達が課題 

2-5. ウィルス（細菌）
含有量試験 

３ 
ウイルス製剤を鶏卵、細胞で。細
菌製剤は菌数計数 

良質な発育鶏卵、実験動物入手
ルート確立が課題 

2.動物用ワ
クチン品
質検査技
術の習得 

2-6. その他の技術      

3-1. 検査マニュアル
の作成 

A 
機器取扱い、検定術式、血清反応
術式等について作成 

原稿はできているが、承認され
るのを待っている 

3-2. 検査室の整備 B 
検査機器、機具類の整備がかなり
実施された 

動物ケージ、適正な飼料入手。
解剖台等の調達 

3.品質管理
に係る技
術手法の
確立 3-3. 動物用ワクチン

の検定基準作成
に関する助言 

B 
日本における薬事法に基づき、動
物用ワクチンの品質検定制度を
説明 

動物用ワクチンの品質検査制
度の法律体系が未整備 

＊到達度は以下の基準で記載。 

ただし、ND：ニューカッスル病、IB：鶏伝染性気管支炎、EDS76：産卵低下症候群1976、PCR：Polymerase Chain Reaction 

 １及び２、マニュアルに従い独自に実施できるようになったＣ／Ｐの人数 

 ３、AA：当初計画以上に達成した。A：当初計画どおり達成できた。B：当初計画した活動内容はまだ達成していな

いが、2003年２月末までには達成する見込み。C：協力期間終了時までに達成できないと思われる。 



－13－

 上記の通り調査時点においては一部未達成ではあるが、協力終了時点までには、所期の成果

はおおむね達成される見通しである。 

 

３－３ プロジェクト目標の達成度 

 本プロジェクトの「プロジェクト目標」と本調査において、その達成度を測る目安として設定

した「指標」は、第２章に述べたとおり下記のとおり設定した。 

 

 (1) プロジェクト目標 

 動物用ワクチン品質管理部門における品質検査技術が向上する。 

 (2) 指 標 

 2003年に品質管理部の職員が品質検査を実施した動物用ワクチンの種類、検査項目、検査

実施数が、1999年に比べ増加している。 

 

 1999年以降各年の検査件数、及び1999年と2002年に品質検査を実施したワクチンの種類、検査

項目は以下の表３－６のとおりである。表３－６から明らかなように、2002年においてはワクチ

ンの種類、検査項目、検査件数のいずれにおいても1999年に比して顕著な増加が見られ、プロジ

ェクト目標は達成される見通しである。 
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表３－６ 品質管理部におけるワクチン検査実績表 
 

特性試験 無菌試験 染色試験 
不活性化
試験 

バクテリア
／ウィルス
含有量試験 

検査件数 
ワクチンの種類 

1999 2002 1999 2002 1999 2002 1999 2002 1999 2002 1999 2000 2001 2002 

備 考 

Enterotoxemia - 3 - 3 - - - 3 - - - - - 3  

Anthrax - 2 - 2 - 2 - - - 2 - - - 2  

Blackleg - 2 - 2 - - - 2 - - - - - 2  

Brucella - 10 - - - 10 - - - 10 - 2 5 10  

Sheep and Goat 

Pox 
35 19 35 19 - 19 - - 35 19 35 25 19 19/23 

1999：ごく小ロ
ットのみ 

Infctious Bovine 

Rhinotracheitis 
1 1 1 1 - 1 - - 1 1 1 - 1 1  

Rinder Pest 1 2 1 2 - 1 - - 1 2 1 5 4 2/4  

Newcastle 

Disease 
28 88 28 88 - 30 - 30 28 88 28 42 82 88/100 

生及び不活性
化ワクチン 

Avian Infectious 

Bronchitis 
5 20 5 20 - 20 - - 5 20 5 6 7 20  

Infectious Bursal 

Disease 
12 33 12 33 - 15 - 15 12 33 12 10 32 33/35  

Avian 

Encephalomyelitis 
1 2 1 2 - 1 - - 1 2 1 1 5 2  

Foul Pox - 1 - 1 - - - - - 1 - 2 6 3  

Egg Drop 

Syndrome '76 
- 1 - 1 - 1 - 1 - - - - - 1  

Marek's Disease - 2 - 2 - - - - - - - 6 6 2/4  

Reoviral 

Tenosynovitis 
- 3 - 3 - - - - - 3 - 6 5 3  

Fowl Cholera - 1 - 1 - - - 1 - 1 - - 1 1  

Combined Poultry 

Vaccines 
12 30 12 30 12 16 12 29 12 15 12 16 31 30  

Total 95 219 95 209 12 115 12 77 95 197 95 121 204 
222 
245 

検査済み数 
検査受け入れ数 

 

 なお、初期に派遣された専門家によれば、ワクチン製造部では品質管理部による検査結果

を信頼せず、検査結果不合格となってもそれは検査技術が悪いとして結果の受け入れを拒否

されたとのことであるが、今回調査時の聞き取りでは、ワクチン検査部も品質検査部の検査

により、不合格とされたものは素直に不合格として受け入れているとのことである。具体的

には2001年には羊痘ワクチンが細菌汚染により、また2002年にはIBDワクチン１件及び羊痘

ワクチン１件が細菌汚染により、さらに羊痘ワクチン１件が含有率不足により合計３件が品

質管理部の検査により不合格とされている。 

 このように品質管理部による検査が単に検査の種類や検査件数が増加したのみならず、検
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査結果に対するワクチン製造部からの信頼が増大したこともプロジェクト目標（品質管理部

の検査技術の向上）達成の質的面からの傍証といえよう。 

 

３－４ 上位目標の達成度 

 PDM0に定められた上位目標及び指標は以下のとおりである。 

 

 (1) 上位目標 

 家畜の重要疾病の予防・蔓延防止に必要とされる適切な動物用ワクチンが供給される。 

 (2) 指 標 

・2003年以降、品質検査の終了しているワクチンによる事故発生がほとんどなくなる。 

・2003年以降、品質検査基準に合格したワクチンの市場流通率が向上する。 

 

 家畜衛生局における聞き取り調査では、現在シリア国で生産されているワクチンはすべて

家畜衛生局ワクチン品質管理課にて検査されており、輸入ワクチンについては輸出国政府が

定めた機関による検査がなければ輸入できない仕組みになっているとのことである。したが

って、現在シリア国において合法的に流通しているワクチンはすべて生産国政府の指定機関

で検査されたものということになる。ただし、シリア国において公式に定められ公表されて

いる検査基準はない。 

 密輸等非合法流通品はあることはあるが、その数は正確には把握されていないものの比率

は極めて低いとみられるとのことである。 

 他方獣医及び農家での聞き取り調査ではワクチンが検査に合格したものか否かは不明で

ある｡ 

 ワクチン事故については家畜衛生局疾病診断部の聞き取りでは、1996年から1998年にかけ

て、インド製輸入口蹄疫ワクチンが過小含有率のため効き目がなく、大きな問題となったあ

とは大きなワクチン事故は起こってないということである。さらに、ワクチン事故と断定さ

れないものも含め、ワクチンが効かないなど家畜衛生局に寄せられたワクチンに対する苦情

件数は2000年に約50件あったが、2002年にはわずか２件しかないという事実はプロジェクト

の成果が上位目標の達成に貢献していることを伺わせるものである。 

 また、ダマスカス地区及びハマ地区の獣医師24名、酪農家20名、牧羊家５名及び大口養鶏

業者11名、合計60名に対する面談調査では以下の結果となっている。 

 問；ワクチンはよく効くと思うか 

   効くと思う：50名 

   効くが一部のワクチンに問題あり：７名（具体例：ブルセラ病 ３名、口蹄疫 ２名、
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伝染性ファブリキウス嚢病１名、記載なし１名） 

   効くと思わない：３名 

 問；最近ワクチンの品質は改善したと思うか 

   改善したと思う：49名 

   変わっていない：11名 

 なお、上記60名中獣医師のすべて及び農家の約半数が過去２年以内に自家、若しくは自分

の管内での家畜（あるいは鶏）の病死を経験しているが、それはワクチンによる事故とはし

ていない。 

 以上から総合して上位目標は達成に向かっていると思われるが、現時点では明確な結論は

出し得なかった。 

 

３－５ 最終目標の達成度 

 PDM0に定められた最終目標及び指標は以下のとおりである。 

 

 (1) 最終目標 

 シリア国における家畜衛生の改善が図られ、畜産の生産性が向上する。 

 (2) 指 標 

 2005年の畜産物の生産高が2000年より上昇する。 

 

 シリア政府統計局発行のSTATISTICAL ABSTRACT 2001年版によれば、近年の畜産物生産高は

以下のように順調な伸びを見せている。 

 

表３－６ シリア国畜産物生産高    （単位1,000シリアポンド） 

年 1996 1997 1998 1999 2000 

畜産物生産高 78,103 80,056 86,795 89,656 92,321 

 

 2001年の数値は公表されていないが、この年は干ばつによる牧草不足があり、家畜の頭数は減

少しているとのことである。畜産は新規の伝染病が入ってくれば被害が大きいことは明らかでは

あるが、畜産物生産高は家畜衛生のほかにも天候等多くの要因によって増減するためプロジェク

トの効果か否かの判定は難しく、より長期にわたってデータを集めなければ判定困難である。 

 いずれにしてもプロジェクト開始から３年で明示効果を出すことは無理と思われるが、聞き取

り調査による感触ではよい方向に向かっているものと思われる。 
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第４章 評価５項目による分析 
 

４－１ プロジェクト計画の妥当性 

    （高い） 

 (1) プロジェクトの上位目標、最終目標の妥当性 

 高い人口増加率を示すシリア国においては2.59％／年（2000年のデータでは）、食糧増産

は石油生産と並ぶ二大開発重点目標である。シリア国のおかれた自然環境、歴史環境から食

料に占める畜産（養鶏を含む）の重要性は極めて高く、畜産物の生産高は農牧業生産高の３

分の１を占め、また一般家庭の食費支出の３分の１は畜産物（畜産加工品を含む）に当てら

れている。かかる状況において家畜の伝染病が蔓延すれば、シリア国の社会経済に与える影

響は甚大であり、「シリア国における家畜衛生の改善が図られ、畜産の生産性が向上する」

という本プロジェクトの最終目標及び「家畜の重要疾病の予防・蔓延防止に必要とされる適

正な動物用ワクチンが供給される」という上位目標はいずれも妥当性がある。 

 

 (2) プロジェクト目標の妥当性 

 シリア国においては、機材・人材・技術の不足により、動物用ワクチンの検査が十分に実

施されておらず、品質が保証されていない未検査のワクチンが国内に流通している状況にあ

り、「ワクチンが効かない」「ワクチンをうったら家畜が死んだ」という苦情が直接農業・農

地改革省に寄せられていた状況にあり、ワクチンの品質検査体勢の整備・改善が望まれてい

た。 

 「動物用ワクチン品質管理部門における品質検査技術が向上する」という本プロジェクト

のプロジェクト目標とは整合性がある。 

 

 (3) 日本の援助事業としての妥当性 

 シリア国は中東和平実現の鍵を握る重要な国であり、我が国は、中東和平プロセスへのシ

リア国の積極的参加を促すため、また、国内安定化・市場経済化を指向する現在の改革路線

を更に推進していくため、国民生活の向上に資する援助実施を検討していく方針である。食

糧増産は同国向け援助の重点項目であり、JICAの国別事業実施計画においても畜産業の振興

は援助重点項目としてあげられており、過去バース大学獣医学部機材整備計画（無償資金協

力）、鶏病予防センタープロジェクト（プロジェクト方式技術協力）、動物医薬品品質検査改

善計画（チーム派遣技術協力）をはじめ多くの個別専門家派遣等この分野での協力が実施さ

れている。 

 「動物用ワクチン品質管理部門における品質検査技術が向上する」という本プロジェクト
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のプロジェクト目標は我が国の援助方針と整合性があるのみならず、これら畜産分野の他の

協力の成果を高める効果も期待できる。 

 

 (4) 本調査団は、evaluation questionの１つに、「シリア国（家畜衛生局）は検定技術の習得を

本気で取り組む意志があるのか」を掲げて調査に挑んだ。調査によると、品質管理部が製

造部で作られたワクチンに対して不合格判定を出した際に製造部から判定の取り消しの圧

力があったとの専門家報告が背景にある。両方の部とも家畜衛生局の所管であるため、シ

リア国が本気で検定技術を導入しようとしているか否か、その真意が疑われた（ちなみに、

1998年３月終了したミニプロ「動物医薬品品質検査改善計画」では、検査対象が民間製造の

薬品であったためにそのようなことは起こらなかった）。調査結果としては、現在も製造部

に判定結果を受け入れさせるために粘り強い交渉を要しているようであるが、実際には品質

検査部の判定どおり、2001年に２ロット、2002年に３ロットを不合格としている実績がある。

現在、国家検定基準がない理由の１つに、「一度に先進国並の国家検定基準を採用すれば国

内ワクチンの供給量が格段に減り、かといって市場に出回っている製剤の中の最低基準に落

とした場合、それより上質の輸入製剤の質まで落ちることとなる」こともあげられている。

シリア国は現在、その移行期の狭間にあり、検定に際しては上記のようなことは起こって然

るべきである。少なくとも、品質向上実現の前段階として、現在のワクチンの質を承知して

おきたいと本気で考えていることは確かである。家畜衛生局の将来像としては、シリア国の

ワクチンの検定技術の向上と国際基準に準ずる製剤基準の作成により、シリア国の畜産品質

（衛生面）における信頼性が周辺国において高まり、それが畜産物輸出量の更なる増大に貢献

することを想定しているようである。このようにシリア国の目指す方向性は明確であり、検定

技術の行政面への適用を図ることに対するシリア国の意志は強いことが確認され、妥当性は高

いといえる。 

 

 以上総合して本プロジェクトの妥当性は極めて高い。 

 

４－２ プロジェクト協力の有効性 

    （確保されている） 

 本プロジェクトが目指した技術移転のうち、基礎的技術の諸要素それぞれについては少なくと

も各２名以上のＣ／Ｐが、またワクチン品質検査技術の諸要素それぞれについては、少なくとも各

１名以上のＣ／Ｐがそれぞれ独自で実施できるレベルに達している。品質管理の諸要素に関する数

多くのマニュアル原稿が調査時点で作成されており、協力終了時までには当該マニュアル原稿を

ベースとした操作手順書（SOP）が実施機関により制定される見込みである。これらの成果によ
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りプロジェクト目標はおおむね達成される見込みである。プロジェクトの有効性は確保されてい

る。 

 

４－３ プロジェクト投入・実施体制の効率性 

    （確保されている） 

 本プロジェクトの実施機関である家畜衛生局医薬品品質管理部ワクチン検査課は、組織的にや

や弱いところがあり、試薬や実験動物の入手がスムーズにいかない面があった。このことがプロ

ジェクトの効率性を弱めた面も否定できないが、日本及びシリア国双方による投入は、ごく一部

に使用頻度の少ない機材が見受けられるものの、全体としてはよく活用されており、比較的少な

い投入によって、所期の成果を達成できる見通しである。これらを勘案すればプロジェクトの効

率性は確保されていると考えられる。 

 

４－４ プロジェクト協力が及ぼした効果（インパクト） 

    （上位目標とプロジェクト成果の因果関係を確認するには時期尚早であるが、プラスの

インパクトが出始めている） 

 (1) 上位目標（家畜の重要疾病の予防・蔓延防止に必要とされる適切な動物用ワクチンが供給

される）の達成度、それに対する本プロジェクトの貢献度を客観的に明示することは時期尚

早と判断される。しかしながら、第３章に述べたように、上位目標達成に向かいつつあるこ

と、本プロジェクトの成果がそれに貢献していることを伺わせる兆しは出始めている。 

 

 (2) また、上位目標を達成するために必要なワクチン国家検定基準の制定については、専門家

による技術移転と、日本の国家検定基準の紹介により、シリア国に検定基準制定作業開始の

動きがでており、これはプロジェクトの枠組みを超えたプラスのインパクトといえよう。 

 

 (3) 上位目標以外のインパクトとしては、本プロジェクトの前半においては、品質管理部と関

連他機関との交流は、ワクチン製造部との間に断片的な情報交換がなされていた程度であり、

農業・農地改革省の他の部局（獣医診断部、寄生虫病学室、血清診断学室等）やシリア国唯

一の獣医学部があるバース大学などとの交流はほとんどみられず、意思疎通を欠いていたが、

本プロジェクト実施の過程でこれらとの技術交流、情報交換が始まったことはプラスのイン

パクトといえよう。これにより家畜衛生局の総合力も高まったといえる。 

 

 (4) その他のプラスあるいはマイナスのインパクトは明示的にはまだ見えていない。 

 



－20－

４－５ プロジェクトの自立発展性 

    （自立発展性のポテンシャルはあるが、更なる強化が望まれる） 

 (1) 管理運営組織面での自立発展性 

 実施機関は、シリア国において家畜の衛生状態の維持・改善を所管する農業農地改革省家

畜衛生局内で家畜用医薬の品質管理に責任をもつ医薬品質管理部ワクチン品質検査課であ

る。 

 医薬品質管理部は、 

① 一般医薬・抗生物質品質管理課 

② ワクチン品質管理課 

③ 残留薬品・ホルモン検査課 

の３課よりなり、現在本プロジェクトのプロジェクトマネージャーであるDr. Mounwer 

Al-Darir部長の下に３課が並列している。一般医薬・抗生物質品質管理課は本件に先立ち、

1995年10月より1998年３月まで協力が実施された「動物医薬品品質検査改善計画」の実施機

関であり、協力終了後も今日まで協力の成果を維持し業務を継続している。残留薬品・ホル

モン検査課は「動物医薬品品質検査改善計画」にて供与された機材の更なる有効活用を念頭

に食肉等の残留医薬・ホルモンの検査を目的に最近設立された課であるが、いまだ具体的活

動は開始していない。ワクチン品質管理課が本件協力の実施機関であるが、1998年３月に協

力終了し、その後順調に業務を継続している一般医薬・抗生物質品質管理課と同一敷地内の

別棟で同一マネージメント下にある組織であり、組織面での自立発展性は高いとみられる。 

 

 (2) 技術面での自立発展性 

 Ｃ／Ｐのうち３名は、2002年10月以降に採用された新人であり経験はゼロと見られるが、初

期から継続勤務している２、３名のＣ／Ｐは積極的に技術の習得に努め、本プロジェクトにて

指導した項目はおおむね習得し、SOPに従って自ら品質検査業務を実施できるレベルとなっ

ている。当面必要な技術においては自立発展性が確保されたといえるが、今後品質検査の実

務を重ねることにより経験と技能の熟練性を高めること、及び後輩新人Ｃ／Ｐに対する指導を

実践し、技術の継承・継続を図ることにより自立発展性をより強固にすることが望まれる。 

 

 (3) 財政面での自立発展性 

 医薬品品質管理部の最近数年間の予算額推移は以下のとおりで、建物等臨時性の高い項目

を除きほぼ横ばい状況である。 
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表４－１ 医薬品品質管理部予算額推移   （1,000シリアポンド） 

 2000 2001 2002 2003 
建物 - 850 3,200 500 
機械器具 1,000 900 100 18,000 
水処理施設・空調・
ヒーター、家具 560 215 2,000 25 

薬品及びガラス器具 2,500 300 150 300 
実験動物・発育鶏卵 150 150 150 150 
人件費 12,500 15,000 家畜衛生局予算 

 

 2003年度予算で機械器具の金額が大きいのは新設の残留薬品・ホルモン検査用機材を検討

しているためとのこと。また、消耗品（薬品・ガラス器具）については従来JICAが供与して

いた試薬類を今後は自己予算で買うことになり、不足するのではないかと質問したところ、

JICAがいくら負担したかわからず、また現場から相当分の予算申請が出ていないことにより

前年比100％アップの30万シリアポンドとしているとのことである。 

 実際に予算が不足し、必要な試薬が買えなくなったらどうするのかと質問したところ、「ワ

クチン品質管理課において予算が不足した場合は、まず医薬品品質管理部内で融通ができる

か検討する。この段階は部長権限でできる。部内で融通が利かない場合は家畜衛生局長に申

請し、局内での融通をお願いする。局内で融通が利かない場合は、担当副大臣に申請するの

で時間がかかるが、これまでも本当に必要なものは追加予算が認められている」との説明で

あった。家畜衛生局長は必要なものは大丈夫だと発言されており、財政面での自立発展性の見

込みは強い。 

 

 (4) 結 論 

 本プロジェクトの成果３項目のうち、操作手順書（SOP）作成を除く２項目（品質検査基

盤技術の習得、ワクチン品質検査技術の習得）とプロジェクト目標（ワクチン品質検査技術

の向上）は既に達成されている。現在（2002年12月の終了時評価時）までの技術移転の達成

効果を持続させ、それが上位目標の達成に貢献するためには、以下のステップが必要であり、

それらが担保されれば持続可能性のポテンシャルは高いといえる。 

  ステップ１：操作手順書（SOP）ドラフトの承認。これは、現在の技術を属人的な所有物と

するよりは新人教育を含む組織としての技術の定着を保証する。 

  ステップ２：消耗品や実験動物の供給。これらの安定的供給は、これまで本邦研修によって

のみ移転してきた技術をシリアの検定に適用することを可能にする。 

  ステップ３：国家検定基準の作成と承認。これに関しては、PDM上の活動項目として「国家

検定基準作成への助言」があげられている。現在までのところ、Brutish 

PharmacopiaやOIE基準を参考に検定の判定がなされているが、明文化すること
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により、習得した検査技術を畜産行政に正式に関与させることを可能にする。 

 上記ステップのうち、プロジェクト実施期間中に最も懸念された事項である消耗品や実験

動物の供給については、①動物舎建設の予算が確保され、2003年１月の入札を待つばかりと

なっていること、②家畜衛生局長は、現在日本側が負担しているrecurrent costの額を把握し

ており、来年度から消耗品や実験動物購入予算として20,000ドル／年を当てることが予定さ

れていることから、その実現性は高い。組織的に見ても、Ｃ／Ｐ機関は、1998年３月成功裏に

終了した個別専門家チーム派遣「動物医薬品品質検査改善計画」の実施機関であり、現在も

その成果を活用した医薬品品質検査を継続的に自力で実施していることも考慮すると、本プ

ロジェクト終了後の予算措置計画の実現可能性は高いと推測される。 

 結論として、自立発展の可能性はあるとみられるが、ワクチン品質管理の重要性を家畜衛

生局内に十分PRし、予算、人事、ワクチン検定制度等の面で更に強化するとともにＣ／Ｐが

数多くの検査を実施することにより経験を積み上げ、技能を向上させる努力を継続すること

により自立発展性をより強固にすることが望まれる。 

 

４－６ 合同評価会議の特記事項 

 今回の合同評価会議では、「PDMで定められた操作手順書（SOP）作成や国家検定基準作成の助

言に加え、国家検定基準そのものの作成の追加支援を望む」旨が、シリア国から述べられた。 

 現在、国家検定基準がなく、そのため、製造部のつくったワクチンを品質管理部が検定という

よりは自家試験しているのが現状である。このことは齋藤専門家の総合報告書中に以下のように

述べられている。 

 製造部ではワクチン製造後（小分け分注後）のウィルス含有試験を行っておらず、１バイア

ル当たりの含有量の記載がない。検定結果の含有量を元に何ドース分あるとしている。本来は、

１バイアル何ドース分として製造し、その含有量があるかどうかを検定で確認するものであり、

今のままでは検定ではなく、自家試験である。これらの点を改善するためにも、薬事法の整備、

動物用医薬品の承認制度の確立、承認時のデータ（有効性試験、薬理試験、安全性試験等）を

元にした検査基準の設定が必要である。（齋藤専門家の業務完了報告書抜粋） 

 シリア国も国家検定基準の必要性について十分に認識しているため、その作成支援に係る要望

が調査団に述べられたのであるが、日本側がPDM作成時にあえて「動物用ワクチンの特定基準作

成に関する助言」にとどめた経緯はある。その背景には、一度に先進国並の国家検定基準を採用

すれば国内ワクチンの供給量が格段に減り、一方、市場に出回っている製剤のなかの最低基準に

落とした場合、それより上質の輸入製剤の質まで落ちることとなるからである。このように国家

検定基準の作成は、市場に出回るワクチン量やコストを左右し、財政負担も強いることになりか

ねないことから、技術的側面を超えた行政上の判断も必要である。このようなことも協力の開始
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時に考慮した結果、日本の協力の範囲を国家検定基準の作成のための助言にとどめている。協議

においては、「日本の検定方法と判定基準紹介は今までどおり継続するが、最終的に結果を判定す

るのはシリア国の責任である」とシリア国に返答した。なお、彼らが自力で国家検定基準（案）

を作成できる確信をもてる技術レベルまで日本が協力を行えたかというと疑問の残るところでは

ある。 
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第５章 評価結果の総括 
 

５－１ 評価総論 

 本プロジェクトはシリア国の開発政策に沿い、我が国の援助方針にも合致した妥当性の極めて

高いプロジェクトである。日本で研修をしたＣ／Ｐ１名が帰国直後にプロジェクトから離れ、投入

が成果に貢献しなかった例や、機材の到着が大幅に遅延し、専門家の活動に支障を来したケース

もあったが、プロジェクトの進捗を大きく阻害するほどには至っていない。投入は全体としては

よく活用され、成果に貢献している。 

 比較的少ない投入により所期の成果をあげ、プロジェクト目標も協力期間終了時までには達成

される見込みであり、効率性、有効性は確保されている。実施機関内部においてワクチン品質管

理に対する予算、人員が強化されるといったプラスの影響があり、またワクチン製造部だけでな

く、バース大学等との技術交流が始まるなどプラスのインパクトが出始めているが、影響の強さ

と永続性を判断するには時期尚早である。組織面、技術面、予算面いずれにおいても自立発展性

が確保される可能性はあるが、より強固にするためのシリア国の更なる努力が望まれる。 

 結論として、シリア国において必要とされた動物用ワクチン品質検査の枠組みは立ち上げられ

た、すなわち本プロジェクトは成功したといえるが、本報告書に含まれる提言等を参考とし、一

層の維持・強化が望まれる。 

 

５－２ 提 言 

 ５－２－１ プロジェクト終了に向けての課題 

  (1) プロジェクト目標達成への努力 

 本プロジェクトは、特に立ち上がり時に問題が多く、進捗が遅れていたがその後の関係

者の努力により、協力期間終了までにはプロジェクト目標はおおむね達成できると思われ

る。しかしながらそのためには日本、シリア国双方関係者の努力の継続が必要であり、特

に現時点で遅れが見られる下記事項については関係者全員の努力の継続が望まれる。 

   1) 操作手順書（SOP）の完成 

   2) ワクチン検定基準制定への助言 

   3) ウィルス製剤検定技術の移転 

 

 ５－２－２ プロジェクト期間終了後の課題 

 プロジェクトの成果である、SOPの制定とSOPに従ってのワクチン検定技術の移転は達成さ

れる見込みであり、シリア国における動物用ワクチン品質検査実施の枠組みは立ち上げられた。

今後プロジェクト目標達成をより確実にしていくために不可欠の要素の多くは、今回の評価調
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査の提言を参考にシリア国側自身がワクチン検定の制度・組織・予算の確立・強化や家畜衛生

局内他部門（診断部、ワクチン製造部等）やバース大学等関係機関との連携強化等、動物用ワ

クチン品質検査の枠組みを維持発展させることであり、これらはシリア国側の主体的取り組み

により達成されるべき事項である。このためプロジェクトとしての協力は当初計画通り一旦終

了することが妥当と判断される。なお、本プロジェクトは終了時までにプロジェクト目標は達

成されると思われるが、目標達成をより強固にし、上位目標につなげるためにはワクチン品質

検査のみならず、ワクチン製造部門や疾病診断部門との連携が必要であり、新たな計画を検討

する場合は関連部門との総合的関係を検討することが望まれる注2。 

 

 ５－２－３ 今後の長期的な課題 

  (1) 動物用ワクチン品質検査の枠組みの維持・強化 

 動物用ワクチン品質検査の枠組みは本プロジェクトにより立ち上げられた。しかしなが

ら現時点ではその体制はまだ強固といえず、以下の事項を含む枠組みの維持・強化策の実

施が望まれる。 

   1) 品質検査に必要な資材の入手方法の確立 

 品質検査に必要な試薬、実験用小動物、発育鶏卵、ガラス器具等の消耗品及び予備品

の入手ルートの確立と予算措置 

   2) 品質検査の組織・人員・予算の強化とそのための品質検査部門の重要性に対する認識の

確認注3 

   3) 関係機関との連携強化 

 家畜衛生局内他部門（診断部、ワクチン製造部等）やバース大学等関係機関との連携

強化 

  (2) ワクチン検定制度の確立 

 ワクチン品質検査の枠組みが意義あるものとなるためにはワクチン検定制度の確立が

望まれる。 

  (3) 技術の継承・強化 

 現在のＣ／Ｐの技術水準、経験はばらつきが大きい。先輩から後輩への技術の継承システ

ムの確立が望まれる。また上級者も含め、実際の品質検査業務を数多く経験し、技能の熟

練度を向上させる不断の努力が望まれる。 

                                                                                          
注2 適切なワクチン品質検査方法の選定とその実施を可能にするには、ワクチン製造・過程の把握が必須であり、市場に出回
るワクチンの質の向上が家畜衛生にもたらす影響を証明するには、適切な疾病診断技術を用いた疾病率の把握が必要とな
る。 

注3 本調査団の協議において、家畜衛生局長は、来年度予算（2003年１月～2004年１月）として、２万ドルを品質管理部に割
り当てる用意があると述べた。 
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５－３　類似プロジェクトへの教訓

　(1) 管理・支援体制の重要性

　プロジェクトの実施、特に立ち上がりの初期においては管理・支援体制は極めて重要であ

る。本プロジェクトにおいてはJICA本部及び現地事務所、また内地協力機関（農林水産省動

物医薬品検査所）の支援が、プロジェクト目標及び成果の達成のために果たした役割は大き

なものがあるが、直接実施に従事した日本人専門家、シリア人Ｃ／Ｐはいずれも技術者であ

り、プロジェクト期間中、特に初期立ち上がり時における資機材の手当やプロジェクト進捗

管理、相手側との折衝等の重要な雑務については、必ずしも得意ではなかった。プロジェク

ト方式技術協力においても技術専門家の質は当然ながら調整員の質がプロジェクトの成否に

与える影響は大きいものがある。

　専門家チーム派遣の場合、調整員の派遣は困難な面があると思われるが、初期立ち上がり

の期間だけでも例えば他の業務と兼務の調整員をJICA現地事務所に派遣するなど管理・支援

体制の強化を検討すべきである。

　(2) 進捗管理の重要性

　本プロジェクトにおいては定期的な進捗管理活動（モニタリング）は実施されていない。

専門家、Ｃ／ＰとJICA現地事務所及び実施機関関係者（プロジェクトディレクター又はその

代理者）を加えた関係者による進捗管理会議を定期的に（例えば四半期ごと）開催し、進捗

状況、問題点、対応策を確認し必要に応じた軌道修正がなされることが望ましい。

　本プロジェクトは「品質管理部門における品質検査技術が向上する」ことをプロジェクト

目標としているが、どのレベルに達したら目標が達成したといえるのかについてプロジェク

ト関係者の間に共通の認識がなかった。また、PDM和文版活動目標にあるマニュアル作成に

関してもここでいうマニュアルとはどういうものを指すか人によって理解が異なっていた

〔PDM和文版の「マニュアル」はPDM英語版では「SOP」となっているが、日本語でいうマ

ニュアルの持つ意味は必ずしもSOPとはならない。付属資料５. PDM（和・英）参照（事前調

査団報告書より抜粋）〕。到達すべき目標について関係者が理解を共有し、周知されることが

プロジェクト目標達成の基本である。プロジェクト開始当初に具体的に決めることが無理で

あっても開始１年後あるいは２年後には実情に即した具体的到達目標の設定、認識の共有が

このような進捗管理会議において行われることが望ましい。

　(3) 関連機関とのコミュニケーションの重要性

　本プロジェクトにおいては特に前半において関連機関（家畜衛生局内他部門、バース大学

等）とのコミュニケーションを欠いていた。特にワクチン品質検査業務はワクチン製造部門
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との情報交換、技術交流が極めて重要であり、初期において苦労の割に成果があがらなかっ

た一因となっている。関連機関に対するプロジェクトの広報活動を含むコミュニケーション

は重要である。 

 

 (4) 機材通関手続きの迅速化 

 本プロジェクトにおいては、供与機材がシリア国に到着してからプロジェクト現場につく

まで３か月以上要している。この原因の一部は日本側による書類作成の不手際とシリア国側

による通関手続きの不慣れによるものである。機材を使用しての技術移転プロジェクトにお

いては、機材の遅れは専門家の活動効率を大きく低下せしめるものであり、特に短期専門家

の場合は専門家が到着する前に関連機材が到着していることが強く望まれる。このため機材

内容が決まった時点で当該機材の輸出入・通関手続きにはどのような書類が必要か直ちに調

査し早期に準備することが望まれる。 
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第６章 団長総括 
 

 動物用ワクチンは、家畜の伝染病予防対策のために重要な資材である。その品質検査において

は、一般医薬品のような機器分析とは異なり、ウイルス・細菌の培養や動物を用いた試験のよう

に複雑かつ熟練を要する生物学的な検査技術が必要となっている。 

 2000年３月から３年間の計画でシリア国において開始された「動物用ワクチン品質検査改善計

画」のチーム派遣技術協力により、農業・農地改革省家畜衛生局品質管理部ワクチン品質検査課

における動物用ワクチンの品質管理に関する細胞培養技術、ウイルス培養技術、細菌培養技術、

血清学的検査技術、発育鶏卵、鶏及び実験小動物を用いた動物試験技術が習得された。 

 また、これらの技術を各種国産及び輸入ワクチンの品質検査（ウイルス・生菌数含有量試験、

力価試験等）に実践し、その品質検査結果に自信が芽生え、家畜衛生局ワクチン製造部に対して

検査結果を納得してもらうまでに至った。 

 しかし、今後、この技術を維持・発展していくためには、予算的なバックアップ、職員の自己

研鑚とともに組織内での技術の継承が必要である。 

 また、動物用ワクチンの品質を向上させるためには、品質検査部門の自立・発展とともにワク

チン製造部門の技術向上も不可欠である。したがって、今後はワクチン検査課の検査技術向上に

向けた対策とともにワクチン製造部門との連携・研鑚を深めることで、より効果的な結果をもた

らすと考えられる。 

 一方、本プロジェクトによる動物用ワクチンの検査技術力の向上を背景に、家畜衛生局ワクチ

ン製造部以外に同局家畜疾病診断部、バース大学獣医学部等の他の家畜衛生関連機関との交流が

深まりつつある。動物用ワクチン検査課の技術がシリア国の他の家畜衛生機関に認識されはじめ

ており、喜ばしいことである。 

 「品質が保証されたワクチチンを使用することにより、家畜伝染病の発生が予防され、健康な

家畜を生産することができる。また、これにより家畜・畜産物を輸出する際に相手国からの信頼

を得ることになる。」これは、今回の評価協議のなかで家畜衛生局長が期待を込めて、シリア国の

畜産業の将来を語ったときの言葉である。まさに、これは、本プロジェクトの最終目標を示した

ものであり、この意識の下に同国政府が、今後もワクチンの品質向上対策を強化すれば、同国の

畜産は確実に発展していくであろう。 



 

 

 

 

 

付 属 資 料 
 
  

１．評価調査団日程表 

２．評価調査ミニッツ 

３．評価用専門家向け質問票とアンケート結果 

４．評価グリッド 

５. PDM（和・英）（事前調査団報告書より抜粋） 
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１．評価調査団日程表 
 
月／日（曜） 行程／滞在地 調査業務内容 

12／８（日） 成田→ドイツ→ウィーン コンサルタント団員（監物）移動（JL407,OS126便） 

12／９（月） ウィーン→ダマスカス コンサルタント団員（監物）ダマスカス着(OS841便
15:00着) 

12／10（火） ダマスカス 午前 JICAシリア事務所、西川専門家との打合せ 
午後 動物用医薬品ワクチン品質管理部への評価手

法の説明と専門家インタビュー 

12／11（水） ダマスカス Ｃ／Ｐ及び農家・獣医インタビュー、資料収集 

12／12（木） ダマスカス Ｃ／Ｐ及び農家・獣医インタビュー、資料収集 

12／13（金） ダマスカス／ 
成田→英国 

評価報告書ドラフト作成 
牧江団長、石井団員移動（JL401便） 

12／14（土） ダマスカス／ 
英国 

評価報告書ドラフト作成 
牧江団長、石井団員、英国にて待機（フライトキャ
ンセル） 

12／15（日） ダマスカス／ 
英国→ダマスカス 

家畜衛生局長表敬、評価報告書ドラフト作成 
牧江団長、石井団員ダマスカス着後（BA6701便19:00
着）、団内打合せ 

12／16（月） ダマスカス  9:00 JICAシリア事務所打合せ 
11:00 家畜衛生局品質管理部視察／インタビュー 
    Ｍ／Ｍ案に係る協議、家畜衛生局長主催レセ

プション 

12／17（火） ダマスカス  9:00 家畜衛生局長表敬、合同評価会議、 
 午後 合同評価会議、Ｍ／Ｍ案の修正 

12／18（水） ダマスカス 11:00 農業・農地改革省大臣表敬 
 午後 Ｍ／Ｍ案の最終修正 

12／19（木） ダマスカス  9:00 Ｍ／Ｍ署名 
 午後 日本大使館、JICAシリア事務所報告 
19:30 団長主催レセプション 

12／20（金） ダマスカス→アムステルダム 監物、牧江団員移動（KL404便２:15発） 
（石井団員は、残務処理のため24日までシリア国に
滞在、25日日本帰着） 

12／21（土） →成田 監物、牧江団員移動、帰着（JL412便） 
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３．評価用専門家向け質問票とアンケート結果

シリアシリアシリアシリア「動物用ワクチン品質検査改善計画」協力「動物用ワクチン品質検査改善計画」協力「動物用ワクチン品質検査改善計画」協力「動物用ワクチン品質検査改善計画」協力

終了時評価調査終了時評価調査終了時評価調査終了時評価調査

専門家向け質問票専門家向け質問票専門家向け質問票専門家向け質問票

回答者回答者回答者回答者：：：： 　６名　６名　６名　６名 
指導分野指導分野指導分野指導分野：：：：3　基盤技術　基盤技術　基盤技術　基盤技術　（山本長専、西川長専、蒲生短専）（山本長専、西川長専、蒲生短専）（山本長専、西川長専、蒲生短専）（山本長専、西川長専、蒲生短専）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　細菌製剤検査　細菌製剤検査　細菌製剤検査　細菌製剤検査（佐々木短専、斉藤短専）（佐々木短専、斉藤短専）（佐々木短専、斉藤短専）（佐々木短専、斉藤短専）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　ウイルス製剤検査　ウイルス製剤検査　ウイルス製剤検査　ウイルス製剤検査（入谷短専）（入谷短専）（入谷短専）（入谷短専）

1. 効率性効率性効率性効率性（投入（投入（投入（投入（活動内容）がどれくらい成果に結びついたか）に関する質問（活動内容）がどれくらい成果に結びついたか）に関する質問（活動内容）がどれくらい成果に結びついたか）に関する質問（活動内容）がどれくらい成果に結びついたか）に関する質問

1-1【成果の達成状況について】【成果の達成状況について】【成果の達成状況について】【成果の達成状況について】

Q1. 当協力で行った技術移転活動は、どの程度、成果を達成することができたでしょうか。PDMの成果と、
成果に対応する指標が示してありますのでご参考のうえ、各指標についてお答え下さい。

成果 1：シリア側 C/P が品質検査に係る基盤
的技術を習得する。

指標：1.PDMの活動項目の 1-1から 1-8まで
それぞれに対し C／P の半数以上がマニュア
ルに従い独自に実施できるレベルに達する。

達成が難しい項目とその理由、その他コメント：

［［［［X ］できた］できた］できた］できた

以下の質問項目は、評価以下の質問項目は、評価以下の質問項目は、評価以下の質問項目は、評価 5 項目項目項目項目（効率性、目標達成度、インパクト、妥当性、自立発展性）を整理（効率性、目標達成度、インパクト、妥当性、自立発展性）を整理（効率性、目標達成度、インパクト、妥当性、自立発展性）を整理（効率性、目標達成度、インパクト、妥当性、自立発展性）を整理

することを目的に実施するものです。専門家の方に対する質問を以下のとおり用意しました。ご回答することを目的に実施するものです。専門家の方に対する質問を以下のとおり用意しました。ご回答することを目的に実施するものです。専門家の方に対する質問を以下のとおり用意しました。ご回答することを目的に実施するものです。専門家の方に対する質問を以下のとおり用意しました。ご回答

のほどよろしくお願いいたします。なお、本プログラム開始時に作成されたのほどよろしくお願いいたします。なお、本プログラム開始時に作成されたのほどよろしくお願いいたします。なお、本プログラム開始時に作成されたのほどよろしくお願いいたします。なお、本プログラム開始時に作成された PDM においては、においては、においては、においては、「技「技「技「技

術を習得する」という成果が達成されたか否かの指標として術を習得する」という成果が達成されたか否かの指標として術を習得する」という成果が達成されたか否かの指標として術を習得する」という成果が達成されたか否かの指標として「技術が定着する」とあり、また、「技術が定着する」とあり、また、「技術が定着する」とあり、また、「技術が定着する」とあり、また、「検「検「検「検

査技術が向上する」というプロジェクト目標の指標として査技術が向上する」というプロジェクト目標の指標として査技術が向上する」というプロジェクト目標の指標として査技術が向上する」というプロジェクト目標の指標として「検査可能な知識及び技術を身につける」「検査可能な知識及び技術を身につける」「検査可能な知識及び技術を身につける」「検査可能な知識及び技術を身につける」

としています。これでは同じことの言い換えであり、何をもってとしています。これでは同じことの言い換えであり、何をもってとしています。これでは同じことの言い換えであり、何をもってとしています。これでは同じことの言い換えであり、何をもって「技術が定着した」「技術が定着した」「技術が定着した」「技術が定着した」「技術を身につ「技術を身につ「技術を身につ「技術を身につ

けた」と判定するのか不明確であります。そこで以下の設問に記載するようにプロジェクト目標におけた」と判定するのか不明確であります。そこで以下の設問に記載するようにプロジェクト目標におけた」と判定するのか不明確であります。そこで以下の設問に記載するようにプロジェクト目標におけた」と判定するのか不明確であります。そこで以下の設問に記載するようにプロジェクト目標にお

いては実施した検査の種類、検査実施件数がプロジェクト開始前に比べ増えているかを、また成果にいては実施した検査の種類、検査実施件数がプロジェクト開始前に比べ増えているかを、また成果にいては実施した検査の種類、検査実施件数がプロジェクト開始前に比べ増えているかを、また成果にいては実施した検査の種類、検査実施件数がプロジェクト開始前に比べ増えているかを、また成果に

ついては協力終了後については協力終了後については協力終了後については協力終了後に C/Pが活動欄に記載された技術項目をマニュアルを見て自分たちだけで実施でが活動欄に記載された技術項目をマニュアルを見て自分たちだけで実施でが活動欄に記載された技術項目をマニュアルを見て自分たちだけで実施でが活動欄に記載された技術項目をマニュアルを見て自分たちだけで実施で

きるレベルになっているかどうかを指標きるレベルになっているかどうかを指標きるレベルになっているかどうかを指標きるレベルになっているかどうかを指標（それぞれの達成度の物差し）として（それぞれの達成度の物差し）として（それぞれの達成度の物差し）として（それぞれの達成度の物差し）として PDME（評価用（評価用（評価用（評価用 PDM））））

を作成しています。達成度を測る指標として更にベターなものがあればコメント欄でご提案頂きたくを作成しています。達成度を測る指標として更にベターなものがあればコメント欄でご提案頂きたくを作成しています。達成度を測る指標として更にベターなものがあればコメント欄でご提案頂きたくを作成しています。達成度を測る指標として更にベターなものがあればコメント欄でご提案頂きたく

お願い申し上げます。お願い申し上げます。お願い申し上げます。お願い申し上げます。（（（（PDMEをご参照のうえお答え下さい）をご参照のうえお答え下さい）をご参照のうえお答え下さい）をご参照のうえお答え下さい）

なお、本質問表は、なお、本質問表は、なお、本質問表は、なお、本質問表は、JICA が実施する技術協力計画の評価に共通する項目を網羅していることから、が実施する技術協力計画の評価に共通する項目を網羅していることから、が実施する技術協力計画の評価に共通する項目を網羅していることから、が実施する技術協力計画の評価に共通する項目を網羅していることから、

各専門家が関与していない質問事項が含まれています。したがい、回答不能な項目については、回答各専門家が関与していない質問事項が含まれています。したがい、回答不能な項目については、回答各専門家が関与していない質問事項が含まれています。したがい、回答不能な項目については、回答各専門家が関与していない質問事項が含まれています。したがい、回答不能な項目については、回答

欄は空欄とし、理由欄に欄は空欄とし、理由欄に欄は空欄とし、理由欄に欄は空欄とし、理由欄に「任務に関係しないことから回答不能」の旨を記載するようお願いします。「任務に関係しないことから回答不能」の旨を記載するようお願いします。「任務に関係しないことから回答不能」の旨を記載するようお願いします。「任務に関係しないことから回答不能」の旨を記載するようお願いします。

―1―
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（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　ただし、１－６の免疫血清作成法は、鶏飼育用アイソレータが長期間放置されていたこと、使用鶏が不

適当であったことから現時点での達成率は約５０％である。しかし、アイソレータの組立、操作、消毒法

並びに鶏の飼育技術法は確実にマスターしており、帰国時には SPF 鶏の孵化が新しく始まり、この鶏を使

用して免疫が可能となった。

［［［［XXX］まだできていないが協力終了までにはできる見込み］まだできていないが協力終了までにはできる見込み］まだできていないが協力終了までにはできる見込み］まだできていないが協力終了までにはできる見込み

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

＃　この項目、何と何が達成でき、できないという表現でないと、表現が困難です。

　　　例えば PDM の１－４，１－５その他、１種類のウイルス、細菌について達成というのならば簡単な
のですが。また、PDM でこのウイルスのこの検定方法を移転するとなっていれば評価はやさしいので

すが。いろんな段階のものが混在するのが現状です。

＃　C/Pは実質各分野１名という状況となっております。

　　　Dr. Ghassan:ワクチン検査課長（細菌製剤）、Dr. Ayman:鶏病ワクチン担当、Dr. Eid:ウイルス製剤担当、
Dr. Enas:育児、妊娠中（ウイルス製剤）、Dr. Sawsan:細菌製剤担当

　　２名の新人は基本技術を習得中。

＃　１－１，１－２、１－８以外については、それぞれの担当者に指導というやり方がとられています。

　　ただし、すべての項目について少なくとも２名は技術習得しております。

（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）

　SOPがあれば、可能と思われる。

［［［［XX ］協力終了予定時期までにはむつかしい。］協力終了予定時期までにはむつかしい。］協力終了予定時期までにはむつかしい。］協力終了予定時期までにはむつかしい。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　ラボがクリーンな環境ではないため、コンタミネーションしやすい。

１－３：細胞作製に必要な新鮮な臓器が入手困難

１－６：免疫血清作製のための動物が入手できなかった

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　1-4（気腫疽菌とウェルシュ菌を用いた細菌の培養法）、1-5（炭疽菌を用いた細菌の定量法）、1-9（遺伝
子増幅法による菌種の同定）については、細菌担当のサウサンに指導を行い、ほぼできるようになった。

しかしながら、試薬の調整については、モル（mol）等の基礎的な科学的知識不足により理解できたかどう

か不明である。通常の検査行う範囲においては、操作手順書（SOP）に従えば検査は遂行できる。
［［［［X］無回答］無回答］無回答］無回答

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　C/P6 人中 3 人はほぼ習得したが、その中、１人は 3 か月後移動つまり２人はほぼ技術を習得する、その

C/Pは移動したり、新人は始めて、微生物の仕事で「できた」には遠い。
1-6、1-7、1-8→良品の実験動物の入手が困難で、試験が少しである。

Q1-1a. 各専門家が対応した C／P が誰であるか、その C／P にどのような技術（PDM の各活動項目に該当

する項目及びその具体的内容、培養液、細胞、ウイルス、細菌の種類等）を指導したのかを具体的に記

載した別紙資料を作成くださるようお願いします。

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

＃　？：これは C/P到達度表を利用すればよいと存じますがいかがでしょう。

（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）

　特定の C／Pはいない。しいて言えば全員。
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（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））
　すべての C/Pに対し、
１－３細胞培養法（羊腎臓初代培養）

１－８血清反応技術（NDの HI試験）

１－９その他の技術; ELISA（抗原測定）及び ELISA（抗体測定）を指導した。

成果 2：シリア側 C/P が動物用ワクチンの品
質検査技術を習得する。

指標：2 PDMの活動項目の 2-1から 2-5まで
それぞれに対し１人以上の C/Pがマニュアル
に従い独自に実施できるレベルに達する。

［XX ］できた　［XX］まだできていないが協力終了までにはできる見込み　［X  ］協力終了予定時期

までにはむつかしい。

達成が難しい項目とその理由：

［［［［XX  ］できた］できた］できた］できた

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

（佐々木短期専門（佐々木短期専門（佐々木短期専門（佐々木短期専門家）家）家）家）

　2-3（ギムザ染色による細菌の染色）、2-5（炭疽ワクチンの細菌含有量試験）の指導をサウサンに行い、

できるようになった。

［［［［XX］まだできていないが協力終了までにはできる見込み］まだできていないが協力終了までにはできる見込み］まだできていないが協力終了までにはできる見込み］まだできていないが協力終了までにはできる見込み

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

＃　本件についても前項と同じ困難さがあります。これも C/P到達度表を利用すればよいと存じます。
＃　いわゆるウイルス製剤の検定が大きな課題として残っている。細胞培養ができるまでに２年間かかっ

ており、齋藤専門家が牛疫ワクチン検定の試みを行いほぼ満足のいく結果が出たところである。担当

者による試験が開始される。羊痘については、現在齋藤専門家による検討が続いている。

（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）

　SOPがあれば可能と思われる。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　前記

［［［［X  ］協力終了予定時期までにはむつかしい。］協力終了予定時期までにはむつかしい。］協力終了予定時期までにはむつかしい。］協力終了予定時期までにはむつかしい。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　２－５：１－３の技術が確立されていないため。

　　　　　米国から輸入される検定用卵の供給が十分ではない。

Q1-2a. 各専門家が対応した C/Pが誰であるか､その C/Pにどのようなワクチンについてその検査項目を指導し
たのか（ワクチンの種類及び検査項目）を具体的に記載した別紙資料を作成くださるようお願いします。

（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）

　Preparation of CE、Preparation of CK、Preparation of chicken liver cell、Cell passage

　Stock of Cultured Cell in Liquid Nitrogen Tank、
　Virus Content Test（Tissue culture）、Virus Content Test（Tissue co-culture）、Virus Content Test（ND）、Virus

　Content Test（IB）、Virus Content Test（IBD）、Virus Content Test（FP）、Virus Content Test（AE）、
　ND antigen、ND antiserum、Infection cell、

　Autoclave、pH meter、Centrifuge、Balance
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成果 3：品質管理に係る技術手法が確立され
る。

指標：3. 2003年までに重要疾病に対する品
質検査マニュアルが作成される。

［［［［X  ］できた］できた］できた］できた

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　日本側で確立されたマニュアルに従った品質検査技術手法は実施され、その収得は終了している。この

マニュアルを基に現地に見合うように修正した Standard Operating Procedure（SOP）を作成し、現地技術者

による使用と確認を経て SOP案ができた。

［［［［ XX ］まだできていないが協力終了までにはできる見込み］まだできていないが協力終了までにはできる見込み］まだできていないが協力終了までにはできる見込み］まだできていないが協力終了までにはできる見込み

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　マニュアルについては、過去他国で行われたプロジェクト等を参考にしてシリア国似てきたものを作成

することが十分可能であると考える。

［［［［X  ］無回答］無回答］無回答］無回答

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　任務に関係しないことから回答不能

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　製造部の製品が合格にならないと、手法の確立にならない。製品の品質向上が先である。従ってこの項

目はお答えできない。

Q1-3a. 各専門家が作成した品質検査マニュアルの種類（項目名）を具体的に記載ください。
　（プロジェクト全体としてまとめて検査マニュアルリストとして頂いても結構です。

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

＃　別紙として準備します。私の担当しています基礎的な免疫学検査法のマニュアルがこの範疇に入るか

どうか分かりませんが、これについてもリストを準備します。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　別添資料（炭疽菌ワクチンと気腫疽菌ワクチン、試薬調整等のプロトコール）

Q2. プロジェクトで行った活動以外に、成果の達成を促進した要因があれば記載ください。
（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　１０月、最南部スウェイダ県シャハバ郡において、羊痘ワクチン接種によって羊に流産が多発している

との苦情があり、家畜衛生局長から調査の依頼があった。職員２名、入谷専門家と４名で調査に出張した。

調査を行った群でワクチン接種群（２群、５６／２４０）、非接種群（２３／９６）にほぼ同程度に流産が

発生していた。また接種群での流産は、接種後１か月以上にわたりいろいろな胎齢でバラバラと発生が続

いていた。また、同じロット（生産が国産１ロット）のワクチンは全国でこの秋に使用されており、この

ような苦情はシャハバ郡からのみであった。この流産では、多くの例で流産の２，３日前及び、直後に発

情が見られ、直ぐに妊娠することが羊牧人から報告されており、現実に調査日に流産した例で発情を確認

した。これらの状況証拠から、本件流産はワクチン接種事故によるとは考えられぬと判断された。

　また、ワクチン接種―流産２群からそれぞれ流産後３日以内の３頭、対照２頭、計１０頭の羊の血清検

体を採取、当所で検査できる方法を用いて、トキソプラズマ症（ラテックス凝集反応、間接蛍光抗体法）、

クラミディア症（間接蛍光抗体法）、ブルセラ症（急速凝集反応、試験管内凝集反応）について調べた。結
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果はトキソプラズマ症抗体が１群の流産例と非流産例各１例に低い抗体価が証明されたのみで、他の疾病

に対する抗体は陰性であった。

　その２週間後にペア血清を入手、同様な検査を実施したが全く同じ結果が得られた。また、３月令の流

産胎児２例の送付があり、体液、肝臓、脾臓などの塗抹標本に付きトキソプラズマ症、クラミディア症（直

接法蛍光抗体）で検査したが陰性の結果が得られた。

　これらの調査結果と検査結果を報告したところ、当所の活動と検査能力に信頼が増し、以後のワクチン

生産部、疾病診断部との交流が可能となり、良い協力関係が作り上げられたと考えている（診断部でのト

キソプラズマ症とクラミディア症検査結果は全例陽性であったそうである）。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　なし

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　品質検査部門のガッサンがとても熱心で協力的であり、他の職員に基礎的な教育を率先して行ってくれ

た。また、シリア国の対応が悪いときには、直に局長まで抗議等の働きかけを行ってくれたり、入手困難

なものでも市場等を一緒になって回り、探し出すのを手伝ってくれた。

　ウイルス担当のアイマンも同じく協力的であった。

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

１．C/P、アシスタント及びワーカーの微生物学的な衛生知識並び認識度が全く欠乏していたので、微生物

学的知識と微生物制御の重要性を認識・確認させるため、スタンプ培養法により、実験施設及び実験

者の手指等をチェックし細菌数を測定した。その結果を基に衛生知識の重要性と認識を惹起させよう

としたが、ごく一部のスタッフしか感心を示さなかった。このような状態の打開を踏まえて衛生状態

のチェックを JICA のＳＶ担当のアイスクリーム工場、トマトケッチャップ工場、チョコレート工場で

実施し、細菌数の測定を C/P に担当させるとともにこれら施設における細菌実験室の見聞により、衛
生知識の重要性を収得させることができた。また、スタンプ培養法は簡単に衛生状態のチェックでき

る方法であることをシリアの民間施設に知って頂けた意義は大であり、ワクチンの検定施設にはこの

ような能力を持つスタッフの存在を知らしめたことも成果である。

２．このプロジェクトで一番の問題でありながら、解決できていない羊痘ワクチンの検定について、ワク

チン製造部門と検定部門とで詳細な技術的な問題について数回に渡り話し合いとともに具体的な測定

方法を履修させながら、お互いの壁を取り除くことに努めた。その結果、ワクチン製造部門から、発

育鶏卵培養法とその技術を収得したいとの申し出もあり、一連の相互技術供与が実現すると共に、羊

痘ワクチンに関する検定技術の基準化が計れた。

Q3. プロジェクトで行った活動以外に成果の達成を阻害した要因があれば記載ください。

（山本長期（山本長期（山本長期（山本長期専門家）専門家）専門家）専門家）

　　　　なし

（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）

　勤務時間が短い。生物を扱っているので、早く終わることもあるが、時間のかかることもあり、勤務時

間内に終わらせようとすると無理が出てくる。

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

１．これまで、品質検定部門の C/P 及びプロジェクトマネージャーは、製造部門が製造しているワクチン
の製造工程及び製造部門での試験検査結果を調べもせずに、独自で検定を行っていた。一方、製造部

門ではワクチンの製造法を科学的根拠もなく勝手に変更するなど製造に関する詳細な情報を検定部門

に提供していない。このような状態でお互いに真摯な話し合いをすることをせずに検定をしてきたの
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がこれまでの現状である。このような状態で検定を実施していたから、検定部門は製造部門から疎ん

じられる存在となったのは当然のなりゆきである。したがって、ワクチンの検定はすればするほどが

負の方向に加速度的に作用し、動物用ワクチンの適切な供給を行うという上位目標の達成が根底から

阻害されていた。

　具体的な行動を実施してこなかった日本側の責任もその阻害因子の一つとなったばかりか、日本側

がシリアの製造ワクチンを暴くために今回のプロジェクトがあったのではないという危惧をシリア側

に抱かせてことも否めない。

　しかし、西川長期専門家、入谷及び斉藤の短期専門家を中心として実行してきた、両部門間における

実質的な話し合いが始まり、その成果が認められ初めこれまでの経緯を少し改善できたことは喜ばしい。

２．羊痘の C/P は科学的結果を認識しようとしない。例えば、専門家、現地のワクチン製造部門や、マネ

ージャーの科学的結果が一致しているにもかかわらず自己主張のみを行い科学的な結果を認めないば

かりかその態度は変えない。このような欠陥 C/P の配置が計画進捗に重要な阻害要因となり、その影

響がプロジェクト全体へ波及し進捗を止めたことは残念である。しかし、彼が初めからこのようにあ

ったとは思えない節もあり、その一端は前任者の教育責任にもあろう。

1-2【進捗管理活動について】【進捗管理活動について】【進捗管理活動について】【進捗管理活動について】

Q4. 成果達成のための活動：モニタリング（定期的―例えば毎年―進捗状況をチェックし、問題点があれ

ば改善するなり活動計画の軌道修正を行う）は円滑に実施できたか。

［［［［XX］よくできた］よくできた］よくできた］よくできた

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　私の派遣時には、JICA 武藤氏から蒲生短期専門家報告書を受け軌道修正がなされ、出発にあたり、動物

医薬品検査所平山所長、牧江部長、高木室長、蒲生氏と詳細に検討できた。また、現地の西川専門家とも

摺り合わせでき、進捗管理活動の改善は円滑になされた。

この評価はあくまでも最終段階における進捗管理活動に対する回答に限定される。

（（（（佐々木短期専門家佐々木短期専門家佐々木短期専門家佐々木短期専門家））））

　新しいことに挑戦する気持ち（向上心）がとても高い。

［［［［X ］だいたいできた］だいたいできた］だいたいできた］だいたいできた

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　いわゆるモニタリングのシステムに付いては承知しておりませんでしたので、実施されていません。

＃　専門家の帰国報告会、派遣前の打合せの際に問題となった件についてはいくつかの検討が行われ、改

善のための対策がとられた。

１．鶏用アイソレーター：組み立てのための説明書がなく開梱時の状態で置かれており、未使用の大型の

機材として問題となっていた。類似機種の使用経験のある短期専門家の派遣が実現し、完成し直ちに

実用試験が行われた。現在は、SPF ヒナ作成とこれを応用した鶏喉頭気管炎ウイルスに対する免疫血

清の作成の準備が進められている。

２．動物舎、小動物飼育用具類：度々検定用の小動物飼育施設と飼育器具の不足等が取り上げられてきた。

市販の動物供給が全くないため、実験動物は自家生産することが必要である。別の目的で作られた２

棟の動物舎があり、改造を勧告したところ受け入れられ、設計図ができ上がり、工事費見積もりの段

階と説明された（家畜衛生局長、１１月２５日）。試験的な生産のため、少数の飼育ケージと動物の供

給を受け飼育が開始されている。モルモット、マウス、鶏、ウサギ。なお、検定用マウス５連ケージ、

給水瓶などを携行機材として申請中である。ここで入手可能な飼育器具、機材、飼料はまだ劣悪と言

える。 ―6―
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［［［［X  ］できなかった］できなかった］できなかった］できなかった

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　モニタリングは特になし。小生報告の達成度はシリアのプロジェクトマネージャー査定のものである。

技術的によくても、合格しない製品があれば達成度パーセントは悪い。

［［［［XX  ］無回答］無回答］無回答］無回答

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　任務に関係しないことから回答不能

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　モニタリングはしていない。

Q5. モニタリングで指摘された問題点に対する対応は適切だったか。（問題点の解決、問題点を克服するた
めの軌道修正等）

［［［［X　］適当であった　］適当であった　］適当であった　］適当であった

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　現地到着時の指摘事項についても対応し、問題点の修正を行った。

　この評価はあくまでも最終段階における進捗管理活動に対する回答に限定され

［［［［X ］だいたい適切であった］だいたい適切であった］だいたい適切であった］だいたい適切であった

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

［［［［ X ］適切でなかった］適切でなかった］適切でなかった］適切でなかった

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

１．鶏用アイソレーター：もっと早い時期に使用開始できていたならば、数種類の免疫血清な作成と、ヒ

ナを使った感染試験等が実施できたと思われる。

２．動物舎等：細菌製剤短期専門家の派遣の際に、十分なマウス、モルモットの供給が得られず、しかも

飼育環境が悪くかなりの動物が死亡した報告がある。当専門家の活動に大きな障害となった。

３．バイオ・クリーンベンチ：供与機材に含まれていたものの、安全保障上の問題で禁止品目と認定され

たバイオ・セイフティキャビネットの代替品として現地調達を JICA 本部から仰せつかっている。見積
もりが難航し、いまだに契約に至っていない。国内在庫のあるクリーンベンチに仕様を下げて早期調

達を実施することも検討したい。

［［［［X  ］無回答］無回答］無回答］無回答

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　任務に関係しないことから回答不能

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　モニタリングはしていない。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　　　　　　　　　製品と試験材料（動物を含めた）の不足により、対応は適切にできないものが多かった。

Q6. プロジェクト活動の円滑な進捗を促進した要因、阻害した要因をあげてください。
　促進要因促進要因促進要因促進要因；；；；

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

１．長期専門家山本富史氏の柔軟な対応を可能にした高い専門性と技術力、真摯な技術指導が第一にあげ

られる。ことに初期の資機材不足の中での、創意工夫をこらした技術指導の跡は至る所に認められる。

また、極めて忍耐強い指導が行われたことが伝えられている。
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２．動物医薬品検査所からの公的とそれ以上に私的な支援が大きな支えとなり、多くの検査項目の技術移

転が可能となった。また、JICA 本部及びシリア事務所による、資金的並びに携行機材による支援は不
可欠であり、またほぼ十分であったように思える。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　C/P一人ずつよく働いた。（次に日本へ研修に行く C/P、シリア側推薦）
（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　ガッサン、アイマン及びサウサンはとても熱心であった。

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　西川専門家を中心とした今回のチーム活動は活発であった。製造部門、Directorate of Animal Health, Ministry
of Agriculture等との話し合いも数回もたれお互いが真摯に話しあい、具体的な問題が逐次解決できた。

　　　　阻害要因阻害要因阻害要因阻害要因

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

１．シリア側の予算処置：予算執行システムが確立していないためか、当所またはプロジェクトへの確保

された予算というものが存在しない。

　　消耗品：一般試薬、消毒剤、ガラス器具類用洗剤の供給さえ十分とはいえなかった。

２．獣医師の科学常識の不足：教育課程で基本的な化学実験、観察、実習が全く取り入れられておらず、

試薬の調整、それぞれの検査手技のもつ意義等ついての理解などに大きな障害が感じられた。加えて、

実習書や科学的な解説書等全くないため、自己研修もできない状況である。

３．動物の供給、調達その他：実験用小動物については、量、質共に問題があり、いくつかの検定項目の

実施に障碍があった。また、SPF 卵の供給がほぼ２年間中断し、精度の高い検定ができなかった。同

時に高度免疫血清の作出にも大きな支障となっている。また、プロジェクトで使用できる車両が全く

なく、計画的な検定用発育鶏卵の調達ができなかった。同時に最初の２年間は専門家の通勤に関して

も多くの問題があった（通勤に関しては、局長の交代で改善された）。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　シリア側の勤務時間が短い。１日１時間半から２時間位。勤務していても全然働かない職員多数。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

・通関手続きの遅延

・本プロジェクトに対するシリア側の予算措置が不十分

・品質検査制度が確立していない（不合格となっても流通してしまう）

・多くの C/Pがプロジェクトの開始にあたり採用したため、シリア国の技術レベルにも達していない
・何人かの C/Pが異動又は退職した

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　消耗品と実験動物の供給体制がシリア国では確立されていない。

　ガッサンを除き、年齢の若い人（３０歳ぐらい）がほとんどなので専門家への負担が大きい。

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　実験動物用の専用の飼料がない。

1-3【【【【C/Pの意欲】の意欲】の意欲】の意欲】

Q7. C/P は、成果を達成するための意欲を示し、努力したか（日常の勤務態度など）。（注；１人で２か所に

印をつけられた方がおられるため合計があいません）

理由：
―8―
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［［［［XXX ］とても努力した］とても努力した］とても努力した］とても努力した

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　おおむね大変に意欲的であった。一時、理由は不明ながら一部の C/P のサボタージュが行われたと言わ

れる。

　ことに新しい技術の習得には大変に熱心であった。実験材料や資材の不足等で反復実習できないことに

苦情が出た。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　　　　ガッサン、アイマン及びサウサンの３人については、相当の意欲をもっていることが感じられた。

［［［［XXXX ］努力した］努力した］努力した］努力した

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　努力していると思うが、個人により差がある。

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　５名の C/Pのうち４名は努力したが、DR. Inas（女性） は出勤率も悪く努力は感じられなかった。
［［［［XX ］努力は感じられなかった］努力は感じられなかった］努力は感じられなかった］努力は感じられなかった

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　５名の C/Pのうち４名は努力したが、DR. Inas（女性） は出勤率も悪く努力は感じられなかった。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

［［［［X ］その他］その他］その他］その他

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　3種の C/Pが混在。

１１１１-4【シリア側投入の適切さ　土地、建物【シリア側投入の適切さ　土地、建物【シリア側投入の適切さ　土地、建物【シリア側投入の適切さ　土地、建物、施設について】、施設について】、施設について】、施設について】

Q8. PDMの投入欄にあるシリア側の投入（土地、建物、施設）につきミニッツどおりに投入されたか。（質

はともかくシリア側は約束した土地、建物、施設は投入したか否かという意味）

　　（投入が不足していた場合、何が不足していたか具体的に示してください。）

［［［［X］投入された］投入された］投入された］投入された

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

［［［［XXX ］だいたい投入された］だいたい投入された］だいたい投入された］だいたい投入された

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　PDMの投入欄を見る限り、大体投入されていると思う。
（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　シリアにおける民間施設あるいは医薬品の施設では実験室としての機能をもたせた施設となっているが、

当該施設は微生物学的制御が必要であるにもかかわらず、空調がないために部屋を密閉できない。また、あ

てがいぶちの建物であるため、機材の設置は機能的ではない。実験動物飼育施設に対する投入は全くない。

［［［［XXX ］投入が不足していた］投入が不足していた］投入が不足していた］投入が不足していた

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　シリアにおける民間施設あるいは医薬品の施設では実験室としての機能をもたせた施設となっているが、

当該施設は微生物学的制御が必要であるにも関わらず、空調がないために部屋を密閉できない。また、あ

てがいぶちの建物であるため、機材の設置は機能的ではない。実験動物飼育施設に対する投入は全くない。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

・ FAX ―9―
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・実験動物舎（動物が飼育可能な状況になっていない）

・空調設備（2001年６月の状況）
・十分な運営管理費（多くを専門家の現地業務費で賄っていた）

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　電話、FAX、通勤手段

Q9. シリア側はプロジェクトの予算確保に協力的だったか。
［［［［  ］協力的であった］協力的であった］協力的であった］協力的であった

［　［　［　［　X ］だいたい協力的であった］だいたい協力的であった］だいたい協力的であった］だいたい協力的であった.
（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　いわゆる当所への予算というものがなく、個々の要請に対応する形であり、物品の調達に大変な時間が

かかること、動物薬検査部全体への予算規模も極めて小さく、気の毒にさえ思える。

［［［［XXX ］協力的でなかった］協力的でなかった］協力的でなかった］協力的でなかった

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　Directorate of Animal Health, Ministry of Agricultureのヘッドは予算の確保をしてくれるなど大変協力的であ
ったが、末端では予算を消化したくないのか予算がないという。ＳＰＦ卵の購入にもダイレクターと直接

交渉が必要であった。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　本プロジェクトのためにシリア側は特別に予算措置をしていない。

（山本長（山本長（山本長（山本長期専門家）期専門家）期専門家）期専門家）

　　　　良品なものはほとんどない。予算は特にない。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　プロジェクトで使用する物はすべて日本の援助で購入できるものと考えているようであった。

［［［［X ］無回答］無回答］無回答］無回答

　（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）

　　　　任務に関係しないことから無回答。

Q10. Q9に関連して、予算上の問題がなく協力を進行させることができたか。

［［［［  ］できた］できた］できた］できた

［［［［XXX  ］だいたいできた］だいたいできた］だいたいできた］だいたいできた

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　現地業務費と携行機材費での対応が許され、何とか対応できたと考えている。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　予算が検査部門にあるのではなく、局長判断で、局全体の一部として、物事が施行される。したがって

できるものとなかなかできないものがある。予算については検査部門には不明。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　JICA のシリア事務所が積極的に消耗品等の手配を行ってくれたので、シリア国で入手できるものは入手
できたが、シリア国で流通してないものは入手できなかった。

［［［［XX ］できなかった］できなかった］できなかった］できなかった

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　例えば、実験動物（夜店のマウスと呼ぶのが相応しいであろう）の飼育では適切な餌を買うこともでき

ない。 ―10―
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（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　本プロジェクトのためにシリア側は特別に予算措置をしていない

［［［［X  ］無回答］無回答］無回答］無回答

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　任務に関係しないことから回答不能

Q11. シリア側の負担した協力経費はいくらか。これは、成果達成にどの程度貢献したか。
　　 経費：約 15万シリア・ポンド／年

　　 成果達成への貢献度：
［［［［  ］大変貢献した］大変貢献した］大変貢献した］大変貢献した

［［［［ X ］ある程度貢献した］ある程度貢献した］ある程度貢献した］ある程度貢献した

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　一般試薬、消毒剤、洗剤等の調達にあてられた。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

プロジェクトを開始するにあたり、獣医師を採用した。

[X ]ほとんど貢献していないほとんど貢献していないほとんど貢献していないほとんど貢献していない

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

［［［［XXX ］無回答］無回答］無回答］無回答

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　任務に関係しないことから回答不能

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　人件費、維持費などを含めて考えるのであれば莫大なものになるが、消耗品のみを指すのであれば、全

く貢献していない。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　上記

Q12. シリア国が準備した協力に必要な土地（面積、場所、周辺環境）、建物、施設・設備につき適切であ

ったか。（Q10 はシリア側がやったかやらなかったかという意味であり、ここではやったとしてもその

内容は適当だったかを聞いています。）

土地：

［［［［XXXX  ］適当であった］適当であった］適当であった］適当であった

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　郊外の広大な敷地にあり、閑静、空気清浄で加えて周辺の農家から可成り隔離されている事が利点である。

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　特別問題ありません。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

［［［［X  ］だいたい適当であった］だいたい適当であった］だいたい適当であった］だいたい適当であった

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

［［［［  ］適切でなかった］適切でなかった］適切でなかった］適切でなかった

［［［［X  ］無回答］無回答］無回答］無回答

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家） ―11―
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　　　　建物と一緒で土地だけは別のセクションの管轄とのこと。どこまでは検査部門の土地か不明。

建物建物建物建物：：：：

［［［［  ］適当であった］適当であった］適当であった］適当であった

［［［［ XXXX ］だいたい適当であった］だいたい適当であった］だいたい適当であった］だいたい適当であった

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　十分なスペースがあり、ほぼ適当といえる。

　問題は、実験室の気密性が不十分であり、埃の侵入が大きな問題である。

（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）

　動物舎が不十分。病原体を扱う以上、動物へ接種した病原体を外へ漏らさないよう封じ込める必要があ

る。また、動物舎に冷暖房装置がない。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　実験施設として建設されていない。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　広さは十分であった。構造的には実験室に向いてない。特に微生物関係の仕事には。

［［［［X ］適切でなかった］適切でなかった］適切でなかった］適切でなかった

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　　　　実験動物飼育舎は馬などの大動物用として建築された物でマウス、モルモット、ニワトリ等の実験動物

には不適当であった。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　　　　実験動物飼養設備は、牛舎があるだけでマウス等の小型動物を飼養できるものはなかった。

施設施設施設施設・設備・設備・設備・設備：：：：

［［［［  ］適当であった］適当であった］適当であった］適当であった

［［［［XX  ］だいたい適当であった］だいたい適当であった］だいたい適当であった］だいたい適当であった

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

１．３室ある細胞／細菌培養室の内１室のみにエアコンが設置されているのみで、夏季の暑さと窓開放に

よる埃の侵入が問題である。ことに埃は３台あるクリーンベンチにとって、その心臓部に当たる高性能

（HEPA）フィルターの寿命を著しく縮める。このフィルターの新たな現地調達はほとんど不可能である。
２．洗浄室の流しが石材でできており、ガラス器具の洗浄で非常に破損が多い。周辺のテーブルも石材で

あり、ピペット等の消耗が著しく改善が望まれる。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　中古がほとんど。作動しないもの多数。

［［［［ XXX ］適切でなかった］適切でなかった］適切でなかった］適切でなかった

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　洗浄室が機器を洗浄するのに向いてない（機器を洗浄するにはシンクが狭いように思う）

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　ワクチン製造部門では確立されている細胞培養技術が品質管理部門では確立されていな

かった。シリアの新規採用者が多く、新人教育から始めなければならなかった。

（佐々木短期専門家）

　マウスを飼育するケージすらほとんどなかった。
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　また、換気設備もなかった。

1-5【シリア側投入の適切さ　【シリア側投入の適切さ　【シリア側投入の適切さ　【シリア側投入の適切さ　C/P他人員の配置について】他人員の配置について】他人員の配置について】他人員の配置について】

Q13. C/P及び事務職員, 補助職員（テクニシャン等）の能力・配置は適切であったか。

C/Pの能力の能力の能力の能力：：：：

［［［［  ］適切であった］適切であった］適切であった］適切であった

［［［［ XXXX］だいたい適切であった］だいたい適切であった］だいたい適切であった］だいたい適切であった

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　問題は、仕事量の割に人員が多すぎる。遊んでいる人が多いため、みんながそれに倣い仕事の量・質が

低下していると考えられる。

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　もっと人員が必要。日本に研修に行き、すぐ他へ移動するのは問題。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

［［［［ X ］適切でなかった］適切でなかった］適切でなかった］適切でなかった

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　生物学、物理学、化学等の自然科学並びに数学、倫理学等の人文科学的な高校生程度の基礎知識がない。

特に自然科学に対する実習能力は皆無である。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

［［［［X ］その他］その他］その他］その他

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　判断はむつかしい。

C/Pの配置の配置の配置の配置：：：：

［［［［  ］適切であった］適切であった］適切であった］適切であった

［［［［ XXX ］だいたい適切であった］だいたい適切であった］だいたい適切であった］だいたい適切であった

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　５名という配置計画は達成されていた。

　しかし、女性の場合妊娠出産で出勤するものの長期間殆ど休職状態となる。

　また、男性の場合は休職で、湾岸諸国等に数年単位で出稼ぎに出かけることがある。したがって担当ご

とに２名の人員配置が必要と考えられる。C/P研修の際にも業務が停滞しがちとなる。

　家畜衛生局に対し、２名の獣医師の採用を勧告し１０月より配属され溶液類の調整、免疫学的検査法な

どを指導中である。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

［XX］適切でなかった

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　人数をそろえただけ。

（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

［［［［X ］その他］その他］その他］その他

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　判断はむつかしい。

シリア側の事務職員の能力シリア側の事務職員の能力シリア側の事務職員の能力シリア側の事務職員の能力：理由：理由：理由：理由：：：：
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［［［［  ］適切であった］適切であった］適切であった］適切であった

［［［［  ］だいたい適切であった］だいたい適切であった］だいたい適切であった］だいたい適切であった

［［［［X］適切でなかった］適切でなかった］適切でなかった］適切でなかった

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　名目上配置されているに過ぎなかった。実際に労働をしていることを見ることはまれであった。

［［［［XXXXX］無回答］無回答］無回答］無回答

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　不明。ほとんど業務がないように思える。

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　事務職員はいない？

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　事務職員は配属されていないので能力は不明

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　事務職員に該当する者はいなかった。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　勤務不明

シリア側の事務職員の配置シリア側の事務職員の配置シリア側の事務職員の配置シリア側の事務職員の配置：：：：

［［［［XXXX ］適切でなかった］適切でなかった］適切でなかった］適切でなかった

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　業務量が小さく、ほとんど必要がないと思われた。課長の Dr. Ghassan が一人でこなしている。

タイプライターのないところにタイピストが配置されている。獣医職員にも悪い影響を与える可能性がある。

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　事務職員はいない？

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　事務職員の配置はない。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　名目上配置されているに過ぎなかった。実際に労働をしていることを見ることはまれであった。

［［［［XX  ］無回答］無回答］無回答］無回答

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　事務職員に該当する者はいなかった。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　勤務不明

シリア側の補助技術員の能力シリア側の補助技術員の能力シリア側の補助技術員の能力シリア側の補助技術員の能力：：：：

［［［［  ］適切であった］適切であった］適切であった］適切であった

［［［［XX ］だいたい適切であった］だいたい適切であった］だいたい適切であった］だいたい適切であった

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　教えれば実施できることを確認したが、全体として、研究者は自分が教え手もらうのに精一杯であり、

研究者から補助技術員への伝達は今後の現地での活動に期待される

［［［［XXX ］適切でなかった］適切でなかった］適切でなかった］適切でなかった
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（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　器具の洗浄が雑

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　補助技術員の能力が低いため、プロジェクトを運営していくうえで、障害となった。例えば、実験器具

の洗浄及び滅菌が不十分、蒸留装置の保守管理をしない、実験動物の飼育管理をしないなど。プロジェク

トサイトには多数の補助技術員がいたが、勤務態度は極めて悪く、指揮命令系統が確立していないため、

本来は補助技術員がすべき業務を C/Pがしなければならなかった。
（（（（佐々木短期専門家佐々木短期専門家佐々木短期専門家佐々木短期専門家））））

　名目上配置されているに過ぎなかった。実際に労働をしていることを見ることはまれであった。

［［［［ X ］無回答］無回答］無回答］無回答

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　仕事は少しで適切な判断はむつかしい。

シリア側の補助技術員の配置シリア側の補助技術員の配置シリア側の補助技術員の配置シリア側の補助技術員の配置：：：：

［［［［  ］適切であった］適切であった］適切であった］適切であった

［［［［X ］だいたい適切であった］だいたい適切であった］だいたい適切であった］だいたい適切であった

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　９名も配属されており、過剰である。

［XXX ］適切でなかった］適切でなかった］適切でなかった］適切でなかった

（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　少数の労働意欲のある者だけが熱心に働き、働かない者の分まで働いていた。

［［［［X  ］無回答］無回答］無回答］無回答

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　仕事は少しで適切な判断はむつかしい。

C/P、事務職員、補助技術員による人員体制の成果への貢献度、事務職員、補助技術員による人員体制の成果への貢献度、事務職員、補助技術員による人員体制の成果への貢献度、事務職員、補助技術員による人員体制の成果への貢献度：：：：

［［［［  ］大変貢献した］大変貢献した］大変貢献した］大変貢献した

［［［［X ］ある程度貢献した］ある程度貢献した］ある程度貢献した］ある程度貢献した

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　適切な動物飼育（取り扱い）、機器の洗浄があってこそ、ワクチン検定は成り立つと思うので、動物飼育、

機器洗浄についても指導すべきと考える。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　少数の労働意欲のある者だけが熱心に働き、働かない者の分まで働いていた。

[XX ]ほとんど貢献していないほとんど貢献していないほとんど貢献していないほとんど貢献していない

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　仕事量に比べて人が多すぎる。

（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）

［［［［X ］無回答］無回答］無回答］無回答

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）
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　判断できない。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　判断はむつかしい。

1-6【日本側の投入の適切さ　機材】【日本側の投入の適切さ　機材】【日本側の投入の適切さ　機材】【日本側の投入の適切さ　機材】

Q14. 全体的に、本協力で導入された機器の品目、仕様、数量は適当だったか。機器は適切に使用されてい

たか。また、成果達成にどの程度貢献したか。

機器の品目機器の品目機器の品目機器の品目：：：：

［［［［ ］適当であった］適当であった］適当であった］適当であった

［［［［XXXXXX ］だいたい適当であった］だいたい適当であった］だいたい適当であった］だいたい適当であった

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）

　冷蔵室、回転培養機が必要

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　但し、ELISA, 遺伝子診断等の現時点の検定では不必要な機材も含まれている。
（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　彼らの技術レベルから考えると不必要な機器もあったが、必要なものは揃っていた。

　蛍光顕微鏡、ELISAリーダー吸光度計は不要と考えられる。
（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　不足のものあり

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

［［［［ ］適当でなかった］適当でなかった］適当でなかった］適当でなかった

機器の数量機器の数量機器の数量機器の数量：：：：

［［［［XXXXXX］だいたい適当であった］だいたい適当であった］だいたい適当であった］だいたい適当であった

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　業務量の増大、質の向上によって、高度な検定が導入されると考えられる。その際に、鶏用アイソレー

ターなどの台数が不足するのではないかと予想される。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　使用可能

（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）

［［［［X ］適当でなかった］適当でなかった］適当でなかった］適当でなかった

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　アイソレータの不足をはじめ、実験動物用の機器が全くない（体重測定器もない）。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　牛血清、抗生物質、試薬等は不足した。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

機器の仕様機器の仕様機器の仕様機器の仕様：：：：

［［［［  ］適当であった］適当であった］適当であった］適当であった

［［［［XXXXX  ］だいたい適当であった］だいたい適当であった］だいたい適当であった］だいたい適当であった

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）
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　いくつかの問題点が考えられる。

１．鶏用アイソレーター、クリーンベンチの予備 HEPAフィルターの今後の調達の困難さ。
２．高速冷却遠心機：大容量ローター（低速）１基しかなく、高速遠心ができず能力を生かせないでいる。

携行機材として購送を申請中。

（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

・遠心分離機に不具合が認められた。

・超低温フリーザーは空調設備が不十分なため、うまく稼働しなかった。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　全体的適当、オプションが少ない。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　シリア国で簡単に入手できる機器やモデルでないと、メンテナンスができないが、導入した機器のほと

んどが最新モデルで、操作が複雑であり初心者には取扱いが難しかったのではないかと思われる。

［［［［  ］適当でなかった］適当でなかった］適当でなかった］適当でなかった

機器の使用度機器の使用度機器の使用度機器の使用度：：：：

［［［［XXX］よく使用された］よく使用された］よく使用された］よく使用された

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　業務内容がそこまで達していないため凍結乾燥機はまだ数回の使用にとどまっている（アンプル調達が

困難）。それ以外の機器はおおむね大変に良く活用されている。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　機種より、試験により毎日使用するものと、ある特定の試験に使用するものあり、使用度は異なる。

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　一部に全く使用されていない物もあったが稼働している物が多い。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

［［［［ XXX ］だいたい使用された］だいたい使用された］だいたい使用された］だいたい使用された

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　機器によりよく使用されている物もあれば、そうでない物もある。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　機器により使用頻度は異なった。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

［［［［  ］使用されなかった］使用されなかった］使用されなかった］使用されなかった

成果達成への貢献度成果達成への貢献度成果達成への貢献度成果達成への貢献度：：：：

［［［［XXXXX  ］貢献度高い］貢献度高い］貢献度高い］貢献度高い

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　極めて高い。使用頻度の高い機器の内、生物顕微鏡と倒立顕微鏡以外は殆ど全て供与機材であり、これ

らで業務がなされているといってよい。

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家） ―17―
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　　　　シリアでは入手困難なものあり。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　上手く使用できればその利用価値は高い。

［［［［X ］ある程度貢献した］ある程度貢献した］ある程度貢献した］ある程度貢献した

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

[  ]貢献度は低い貢献度は低い貢献度は低い貢献度は低い

　その他、機器の購入、維持管理について改善すべきことが有ればお書き下さい。　その他、機器の購入、維持管理について改善すべきことが有ればお書き下さい。　その他、機器の購入、維持管理について改善すべきことが有ればお書き下さい。　その他、機器の購入、維持管理について改善すべきことが有ればお書き下さい。

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

１．洗浄の難しいピペット類の洗浄に常に強い不安を持っている。改善策として、超音波ピペット洗浄機

入手が望まれる。

２．小型超音波細胞破砕機：鶏痘、羊痘、マレック病ワクチンの検定と、検査用抗原類の作成、アジュバ

ントの作成等に１台必要と考えられる。

３．実験小動物用の飼育ケージと飼育用具の質が悪く、数量は極端に不足している。

４．生物顕微鏡は古く、性能が酷く低下している。培養細胞の検査、観察に常用する倒立顕微鏡が１台し

かなく、不足を感じる。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　電気製品はシリアですぐ使える形で供与。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

・単純な機能の機器を導入すべきである。

・供与機材の購入計画はプロジェクトの進捗状況に合わせて変更可能にすべきである。

・機器の設置及び維持管理はシリア側が行うことをミニッツに明記すべきである。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）

　今後、検定数、人員が増えていくと、機器が不足すると思われる（特にクリーンベンチ等）。

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　例えばアイソレータ及びクリーンベンチ用のアブソリュートフィルターや空調関係消耗品のような高額

品の買い換えが経済的に行えるのか疑問である。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　シリア国でも入手可能であり、メンテナンス可能なメーカーの製品を購入すべき。プロジェクトの開始時

に、シリア国に入手可能なメーカーや代理店等の有無を収集させ、こちらに情報を提供させるべきであった。

Q15. 稼動していない機器、又は利用度･重要度の比較的低い機器があれば記入願います。
（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　機器名：低温孵卵器　ILT-601SD　東京理化機械 KK製
　理由：当初から温度制御機能に問題があったようである。

　２５℃に設定すると９℃で安定。

　現在は、３３℃に設定して何とか使用している。

　東京理化機械㈱二宮悦夫氏と連絡を取っているものの、対策について回答なし。抗議を申し込む予定。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　任期がプロジェクト途中なので不明。

（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）
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　機器名：（理由）

　ELISAリーダー（この国の品質管理には不要な機器）
　蛍光顕微鏡（同上）

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）

　機器名：PCR thermal cycler

　理由：現時点で、PCRはワクチン検定に用いられない。
（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　機器名：ELISA, 遺伝子診断用機器（将来必要であるが）
　理由：最初は興味をもったであろうが、現段階では検定に必要性がない。専門家がいないとこれらの機

器を C/Pは運転できない、埃にまみれていた。

1-7【日本側投入の適切さ　派遣専門家について】【日本側投入の適切さ　派遣専門家について】【日本側投入の適切さ　派遣専門家について】【日本側投入の適切さ　派遣専門家について】

Q16. 長期専門家について以下回答願います。

適当であった 大体適当であった 適当でなかった
派遣時期 XX X
派遣期間・人数 XXX
専門分野 X XX
技術力 X XX
コミュニケーション能力 X X

コメント；

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　技術力をある程度備えた、調整員の役割のできる専門家が同時に派遣されていたら、このプロジェクト

は更に成功していたのではと思われる。これは、Ｃ／Ｐからも指摘された。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　派遣時期不適当；供与機材が１年すぎてシリアで受け取れた。道具を使う仕事に人だけ先に行っても効

果はあがらない。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　任務に関係しないことから回答不能

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　ただし、山本専門家時代を除く。

Q17. 短期専門家について以下回答願います。

適当であった 大体適当であった 適当でなかった
派遣時期 X ＸX
派遣期間・人数 ＸXX
専門分野 XＸ X
技術力 XＸ X
コミュニケーション能力 XＸ X

コメント；

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　細菌製剤の専門家もう１名の派遣が望まれた。
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　今後ワクチン検定技術と、動物繁殖の技術を持った方又は、２名のＳＶ方が派遣されれば大変に大きな

成果が得られると思われる。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　長期なのでコメントなし。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　任務に関係しないことから回答不能

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　細菌製剤は５種類ぐらいしかなく、あまり製造もされていない。それに比較するとウイルス製剤の品種

は多く製造量も多い。細菌担当は１人で４～５か月の１回でよかったのではないかと思う。

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　もっと派遣人数がいてよかったと思う（３年間で４人であり、せめて年間２人ぐらい（３年で６人）で

もよかったのではないか）。

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　ただし、山本専門家時代を除く。

1-8【日本側投入の適切さ　【日本側投入の適切さ　【日本側投入の適切さ　【日本側投入の適切さ　C/Pの日本国内研修について】の日本国内研修について】の日本国内研修について】の日本国内研修について】

Q18. 日本への研修員受入れ計画につき、以下について回答願います。

派遣人員数派遣人員数派遣人員数派遣人員数：：：：

［Ｘ［Ｘ［Ｘ［Ｘ ］適切であった］適切であった］適切であった］適切であった

（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）

［［［［X  ］だいたい適当であった］だいたい適当であった］だいたい適当であった］だいたい適当であった

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　シリアに帰国したら、異動してしまった

［Ｘ［Ｘ［Ｘ［Ｘ ］適切でなかった］適切でなかった］適切でなかった］適切でなかった

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　計画と異なり、5名から 3名に減じ、シリア側は不満。

［［［［X  ］無回答］無回答］無回答］無回答

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　任務に関係しないことから回答を保留するが、受け入れ可能な能力を持つ研修員は見当たらなかった。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　任務に関係しないことから回答不能

派遣期間派遣期間派遣期間派遣期間：：：：

［［［［XX ］適切であった］適切であった］適切であった］適切であった

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）

［［［［ XX ］だいたい適切であった］だいたい適切であった］だいたい適切であった］だいたい適切であった

（佐々（佐々（佐々（佐々木短期専門家）木短期専門家）木短期専門家）木短期専門家）

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　３か月くらいでもよいと思う。

［［［［  ］適切でなかった］適切でなかった］適切でなかった］適切でなかった
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［［［［X  ］無回答］無回答］無回答］無回答

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　任務に関係しないことから回答を保留するが、本当に教育するのなら２年は必要であろう。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　任務に関係しないことから回答不能

研修内容研修内容研修内容研修内容：：：：

［［［［ XX ］適切であった］適切であった］適切であった］適切であった

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）

［［［［ X ］だいたい適切であった］だいたい適切であった］だいたい適切であった］だいたい適切であった

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　シリア側の動物用医薬品と異なるところあり。

［［［［ X ］適切でなかった］適切でなかった］適切でなかった］適切でなかった

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　シリア国ではウイルス製剤が多いのに、研修では細菌とウイルスが半々であった。

［［［［X  ］無回答］無回答］無回答］無回答

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　任務に関係しないことから回答を保留するが、科学的な基礎知識を備えさせてから、専門教育をすべき

である。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　任務に関係しないことから回答不能

成果達成への貢献度成果達成への貢献度成果達成への貢献度成果達成への貢献度：：：：

［Ｘ［Ｘ［Ｘ［Ｘ ］大変貢献した］大変貢献した］大変貢献した］大変貢献した

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　C/P個別研修は最も効果のある研修と考えられ、今後も研修員の数を増やしていただきたいと考えている。

［［［［XX  ］ある程度貢献した］ある程度貢献した］ある程度貢献した］ある程度貢献した

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　ここで書くことでないかもしれないが、日本に研修に行き、すぐ他へ移動するのは問題（Q13と同様）。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　基本的技術習得に寄与

[X ]ほとんど貢献していないほとんど貢献していないほとんど貢献していないほとんど貢献していない

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　開発途上国でよく見られるように、成果は個人への貢献度に限定されている。

［［［［  ］無回答］無回答］無回答］無回答

（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）

　任務に関係しないことから回答不能

２．有効性２．有効性２．有効性２．有効性（（（（「プロジェクト目標」は達成されたか。「プロジェクト目標」は達成されたか。「プロジェクト目標」は達成されたか。「プロジェクト目標」は達成されたか。「成果」がどの程度貢献したか）「成果」がどの程度貢献したか）「成果」がどの程度貢献したか）「成果」がどの程度貢献したか）

Q19. ｢プロジェクト目標｣の達成度を評価すると、以下のどの記述が当てはまるか。以下の指標をご参照の

うえ、各指標についてお答え下さい。
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プロジェクト目標：動物用ワクチン品質管

理部門における品質検査技術が向上する。

指標：2003 年に品質管理部の職員が実施し
た動物用ワクチンの検査において、対象ワク

チンの種類、検査項目、検査実施数が 1999
年に比べ増加している。

指標 1.ワクチンの種類

［Ｘ［Ｘ［Ｘ［ＸXX ］達成された］達成された］達成された］達成された

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　対象ワクチンの種類、実施検査項目、検査実施数共に著しい増加を示している。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　今まで全く検査していなかった細菌ワクチンの検査が開始された。

（佐々木（佐々木（佐々木（佐々木短期専門家）短期専門家）短期専門家）短期専門家）

［［［［X ］現時点では未達成だが協力終了時までには達成される見込み］現時点では未達成だが協力終了時までには達成される見込み］現時点では未達成だが協力終了時までには達成される見込み］現時点では未達成だが協力終了時までには達成される見込み。

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　プロジェクトで教えた物に限定される。

［［［［ ］近い将来達成の見込みは低い。］近い将来達成の見込みは低い。］近い将来達成の見込みは低い。］近い将来達成の見込みは低い。

［［［［X  ］無回答］無回答］無回答］無回答

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　任務に関係しないことから回答不能

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　少しずつ向上しているが技術的他所から批判ない技術に遠い。達成されていない。小生報告書の最後に

検査業務の第一歩が踏み出されたとした。

指標 2.検査項目
［［［［XX］達成された］達成された］達成された］達成された

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　対象ワクチンの種類、実施検査項目、検査実施数共に著しい増加を示している。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

［［［［X ］現時点では未達成だが協力終了時までには達成される見込み。］現時点では未達成だが協力終了時までには達成される見込み。］現時点では未達成だが協力終了時までには達成される見込み。］現時点では未達成だが協力終了時までには達成される見込み。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　感染防御試験、HI抗体価測定法について指導したため。
［［［［ ］近い将来達成の見込みは低い］近い将来達成の見込みは低い］近い将来達成の見込みは低い］近い将来達成の見込みは低い

［［［［XX  ］無回答］無回答］無回答］無回答

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　任務に関係しないことから回答不能

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　科学的知識の資質が低いことから SOP 及びマニュアル化した項目以外は不可能である。実施したとして

も正確な検査は行えない。フォローが必修である。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　現時点で未達成。しかし次第に達成される項目は増えている。
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指標 3.検査件数

［［［［XX］達成された］達成された］達成された］達成された

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　対象ワクチンの種類、実施検査項目、検査実施数共に著しい増加を示している。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　細菌ワクチンの件数分増加した。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　製造の全製品を検査している。

［［［［X ］現時点では未達成だが協力終了時までには達成される見込み］現時点では未達成だが協力終了時までには達成される見込み］現時点では未達成だが協力終了時までには達成される見込み］現時点では未達成だが協力終了時までには達成される見込み

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

［［［［ ］近い将来達成の見込みは低い］近い将来達成の見込みは低い］近い将来達成の見込みは低い］近い将来達成の見込みは低い

［［［［XX ］無回答］無回答］無回答］無回答

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　任務に関係しないことから回答不能

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　製造部門では原料である SPF卵の入手目処が立たず、ワクチンの増産計画が無いため。

Q20. 上記設問の回答を裏づける検査対象ワクチンの種類、検査項目及び年別ワクチンの種類別検査実施件
数の表を作成してください。

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　任務に関係しないことから回答不能

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　ニューカッスル病のワクチン以外は力価検定が実施されておらず、これまでのように無菌試験のみで合

格とするのであれば実施件数はあげられよう。また、この件は日本側がタッチしていないのでシリア側か

ら回答を得るべきであろう。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　別紙

Q21. 協力における「成果」の達成度は、上記「プロジェクト目標」の達成にどの程度貢献したか。
［［［［X ］大変貢献した］大変貢献した］大変貢献した］大変貢献した

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　上記の指標及び C/Pの品質管理に対する意識が変化したことから、大変貢献したと考えられる。

［［［［XXXX ］ある程度貢献した］ある程度貢献した］ある程度貢献した］ある程度貢献した

（西川長期専門家）、（西川長期専門家）、（西川長期専門家）、（西川長期専門家）、

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　検査項目のある部分はできるようになったし、C/P によっては自ら、各種試験を行い、疑問点を検討して
向上している。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

［［［［  ］ほとんど貢献していない］ほとんど貢献していない］ほとんど貢献していない］ほとんど貢献していない

［［［［X  ］無回答］無回答］無回答］無回答

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））
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　任務に関係しないことから回答不能

Q22. C/Pの定着について

［X  ］ほぼ全員が定着している

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

［［［［ XX ］ある程度離職はあるが大勢に影響はない］ある程度離職はあるが大勢に影響はない］ある程度離職はあるが大勢に影響はない］ある程度離職はあるが大勢に影響はない

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　Dr. Ghiath Al-Dawi：最初の C/P研修参加者、異動している。

　Dr. Sawsan
（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　SOPとマニュアルが適切に使用されるならば C/Pの定着は重大な問題点ではない。
［［［［X ］定着度が低く影響が看過できない］定着度が低く影響が看過できない］定着度が低く影響が看過できない］定着度が低く影響が看過できない

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　日本で研修を受けた C/P２人中１人は既にいない。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　実験室の仕事興味が薄い。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　異動が多い。

３．インパクト３．インパクト３．インパクト３．インパクト（協力を実施した結果、どのような正負の変化が直接的、間接的に現れたか）（協力を実施した結果、どのような正負の変化が直接的、間接的に現れたか）（協力を実施した結果、どのような正負の変化が直接的、間接的に現れたか）（協力を実施した結果、どのような正負の変化が直接的、間接的に現れたか）

Q23. 横断的視点（政策、技術、環境、文化･社会、制度･組織、経済･財政面）で、協力はどの程度影響を

与えたか。

（（（（1）政策面）政策面）政策面）政策面（国の家畜衛生政策、薬事法・ワクチン検査基準制定等への影響）での影響

影響度影響度影響度影響度：：：：

［［［［  ］大きい］大きい］大きい］大きい

［［［［X  ］多少あった］多少あった］多少あった］多少あった

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　国産ワクチンの品質の低さを自覚させ、検定制度の必要性を示すことができたと考えられる

［［［［X  ］ない］ない］ない］ない

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

［［［［ XXXX ］分からない］分からない］分からない］分からない

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　理由：最終結果が出ていない。

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　ワクチンの製造・研究・検定が充足された後に政策面への影響があると思われる。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

（（（（2）技術面）技術面）技術面）技術面（例えば C/Pだけでなく、他の研究機関への技術的影響があったかなど）

影響度影響度影響度影響度：：：：

［［［［X  ］大きい］大きい］大きい］大きい ―24―
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（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　製造部門、大学、民間の研究期間においても試験を実施し、多くの人に技術を紹介したことから技術の

波及効果があった。その結果に対する反響効果も大である。

［［［［ XX ］多少あった］多少あった］多少あった］多少あった

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　家畜衛生局：ワクチン生産部との技術交流、情報交換が始まり信頼関係、協力関係ができ上がりつつあ

る。獣医診断部　寄生虫病学室、血清診断学室とへの技術指導が行われた。

　バース大学獣医学部：家畜疾病診断センターの助手２名に対して細胞培養法、免疫診断法等の指導が行

われた。また、同所から超音波細胞破砕機、ホモジナイザイーなどを借用し、検査抗原、蛍光抗体などの

分与を受けて技術指導に用いている。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　C/P へは実際の品質管理に応用可能かは別として多くの技術を指導した。バース大で学生に ELISA を指

導したが、ほとんど技術的影響はないものと考えられる。

［［［［X ］ない］ない］ない］ない

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

［［［［X  ］分からない］分からない］分からない］分からない

（斉藤専門家）（斉藤専門家）（斉藤専門家）（斉藤専門家）

（山本長期専門家））（山本長期専門家））（山本長期専門家））（山本長期専門家））

　　　　他機関へ及ぼすほど向上していない。

（（（（3）環境面）環境面）環境面）環境面・産業面・産業面・産業面・産業面

影響度影響度影響度影響度：：：：

［［［［X  ］大きい］大きい］大きい］大きい

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　　　　スタンプ培養法が民間施設での衛生状態の認識に役立ち、JICAの SVの協力体制の支援に役立てられた。

［［［［  ］多少あった］多少あった］多少あった］多少あった

［［［［X  ］ない］ない］ない］ない

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

［［［［XXX ］分からない］分からない］分からない］分からない

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　物差しがみつからないでいる。

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　ワクチンの品質向上に伴う畜産物の生産性の向上については、短期間では分からないと思う（もっと長

い目で見る必要があるのでないか。）。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　ワクチンの効果は短期間では不明。

（5）制度･組織面制度･組織面制度･組織面制度･組織面（本件の運営体制や協力等が、他の機関へ影響を与えたか等）

影響度影響度影響度影響度：：：：

［［［［X  ］大きい］大きい］大きい］大きい ―25―
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（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　動物用ワクチンの品質管理に SOPを使用するために、民間工場及び政府の医薬品検査部門の SOP を参考
にした。

［［［［X  ］多少あった］多少あった］多少あった］多少あった

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　検定制度の必要性を理解してもらえたと思う。

［［［［X ］ない］ない］ない］ない

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

［［［［XX ］分からない］分からない］分からない］分からない

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　シリア側でこの事業の考え方次第。

（6）経済･財政面経済･財政面経済･財政面経済･財政面（協力内部、その他関係機関、社会への経済的効果等）

影響度：

［［［［  ］大きい］大きい］大きい］大きい

［［［［X  ］多少あった］多少あった］多少あった］多少あった

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　実験室を設置しようとする民間工場があった。

［X  ］ない

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　シリア側で予算を増額する意欲が感じられなかった。

［［［［XX ］分からない］分からない］分からない］分からない

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）

　（３）と同様。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　資料なし

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　　　　これからのことである。品質の良いワクチンが製造されることから始まり、検査はその後のこと。

Q24. 上位目標｢家畜の重要疾病の予防・蔓延防止に必要とされる適切な動物用ワクチンが供給される｣はど
の程度達成したか。

達成度達成度達成度達成度：：：：

［［［［  ］達成した］達成した］達成した］達成した

［［［［ X ］今達成していないが、近い将来達成の見込みはある］今達成していないが、近い将来達成の見込みはある］今達成していないが、近い将来達成の見込みはある］今達成していないが、近い将来達成の見込みはある

（西（西（西（西川長期専門家）川長期専門家）川長期専門家）川長期専門家）

　直接的な効果は期待できないが、ワクチンの効果があると認められた製品が市場に流通するようになる

ことは、長期的には家畜疾病による損耗率を下げ、生産性の向上に寄与すると考えられる。疾病の診断シ

ステムが確立していない状況で、家畜疾病の発生件数等の統計がなく、数値としての表現は困難である。

（佐々木専門家）（佐々木専門家）（佐々木専門家）（佐々木専門家） ―26―
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　概念と考え方は理解され、必要であることは認識してくれた。

［［［［X  ］近い将来達成の見込みは低い］近い将来達成の見込みは低い］近い将来達成の見込みは低い］近い将来達成の見込みは低い

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　このプロジェクトでは、供給される動物用ワクチンが適切で有るか否かを正確に検定することであって、
家畜の重要疾病の予防・蔓延防止に必要とされる適切な動物用ワクチンが供給されることが目標ではない。

このような目標は研究・製造・検定という３つが充分に実施できるようになり初めて可能である。したが

って、このような上位目標の達成には更なるプロジェクト計画が必要であると考えている。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　「プロジェクト目標：動物用ワクチン品質管理部門における品質検査技術が向上する」が達成されても

「シリア国内で適切なワクチンが流通する」とは限らない。シリアでは検定制度が確立していないため、

自ら（シリア国政府）が製造したワクチンを自ら（シリア国政府）が検査している。ワクチンを不適合（流

通させない）にすることはワクチンの生産量を減少させることになるため、不適合のワクチンでも流通さ

せてしまう。

［［［［X  ］無回答］無回答］無回答］無回答

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　分かりません。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　野外でのワクチン効果の資料ないので達成度不明

Q25. 上記質問の“達成の見込みは低い”と回答した方に対し、上位目標はどのようにするべきだったか。
また、達成しない原因は何か。

ご意見：

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　適切な上位目標はみつからない。

　原因は国家検定制度が確立されていないこと。

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　上位目標が、家畜の重要疾病の予防・蔓延防止に必要とされる動物用ワクチンは国家が保証した適切な

品質の基に供給される、であるのならば、近い将来達成の見込みはある。

Q26. 本件協力により、動物用ワクチン品質管理部門の関係者や畜産関係者の生活(Q23 の横断的視点で)に

何か変化が感じられたか。

［［［［  ］感じられた］感じられた］感じられた］感じられた

［［［［X  ］ある程度感じられた］ある程度感じられた］ある程度感じられた］ある程度感じられた

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　シリアで動物用ワクチンを生産している民間工場から、検定に関する感心が寄せられていた。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　概念と考え方は理解され、必要であることは認識してくれた。

［［［［ ＸＸＸＸ ］特に感じられなかった］特に感じられなかった］特に感じられなかった］特に感じられなかった

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　外部資料に乏しい。 ―27―
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［［［［X  ］無回答］無回答］無回答］無回答

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　分かりません。

４．妥当性４．妥当性４．妥当性４．妥当性（ＰＤＭに示された（ＰＤＭに示された（ＰＤＭに示された（ＰＤＭに示された「成果」「成果」「成果」「成果」「プロジェクト目標」「プロジェクト目標」「プロジェクト目標」「プロジェクト目標」「上位目標」は評価時においても目標として「上位目標」は評価時においても目標として「上位目標」は評価時においても目標として「上位目標」は評価時においても目標として

意味をもつか　シリアの国策、受益者のニーズ、日本側方針等）意味をもつか　シリアの国策、受益者のニーズ、日本側方針等）意味をもつか　シリアの国策、受益者のニーズ、日本側方針等）意味をもつか　シリアの国策、受益者のニーズ、日本側方針等）

Q27.「動物用ワクチン品質検査技術の向上」の必要性はこれからどうなるか。
［［［［XXXX］より重要になる］より重要になる］より重要になる］より重要になる

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　人口増加に伴い動物性蛋白質の増産が期待され、国家計画の中でも畜産振興は重要な政策とされている。

しかしながら、この十数年間は、畜産生産は殆ど伸びておらず、将来の動物蛋白質の不足は深刻なものと

言われている。また、環境への圧力の軽減も考えると、家畜生産の効率化は第一義的に重要と考えられ、

さらに生産物の品質向上、安全性の向上も非常に重要な課題となってきている。このため、薬物の使用を

減じることも大きな課題として取り上げられてきており、高品質のワクチンの供給は益々重要性を増して

くると考えられる。

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　畜産物の生産性増加、安定供給には、ワクチンの品質向上は重要である。

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　シリア国としては、近隣諸国との対抗上ワクチンの製造を含めますます重要な存在であろう。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　本プロジェクトを通じてシリア側は国産ワクチンの品質に問題があることは認識しているので、今後検

定制度が確立すれば、品質検査技術は重要となってくる。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

［［［［  ］現在と変わらない］現在と変わらない］現在と変わらない］現在と変わらない

［［［［  ］今後重要度は減る］今後重要度は減る］今後重要度は減る］今後重要度は減る

［Ｘ］無回答［Ｘ］無回答［Ｘ］無回答［Ｘ］無回答

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　ワクチンの製造所

Q28. 動物用ワクチン品質管理部門の職員（C/P）の雇用条件はシリア国内の水準で満足行くものか。

［［［［XX  ］満足できる］満足できる］満足できる］満足できる

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）

　他の公務員と比較した。

［［［［X  ］ある程度満足できる］ある程度満足できる］ある程度満足できる］ある程度満足できる

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　副業をしている人もいるが、生活に困るほどではない（5000 シリアポンド/月でも物価が安い。特に食料
品・交通費）。

［［［［XXX ］水準として低い］水準として低い］水準として低い］水準として低い

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　国家公務員であるため、給与水準は大変低いといえる。当所の職員はほとんど副業をもっておらず、生

活は非常に苦しいと見受けられる。
―28―
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（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　質問の意図は不明ですが、（国家公務員ということもあるのでしょうが）給与はかなり低いです。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　他の仕事がないと生活は苦しいと思われる。

Q29. 協力開始当初に設定されたプロジェクト目標｢動物用ワクチン品質検査技術の向上｣は、シリア社会の

ニーズにどの程度応えた目標であると考えるか。

［［［［XX  ］よく応えている］よく応えている］よく応えている］よく応えている

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　ワクチン生産の方に極めて強いニーズがあり、これに付随したものであるため社会のニーズに応えてい

ると考えている。

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

Q27と同様
［［［［XX  ］ある程度応えている］ある程度応えている］ある程度応えている］ある程度応えている

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）

　生産者等は国産ワクチンの品質向上を要望している。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

［［［［X ］応えているとは言えない］応えているとは言えない］応えているとは言えない］応えているとは言えない

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　検査は費用がいる。それに耐えられなければ検査事業は苦しい。それに生産される物品は特にない。

Q30.“応えているとは言えない”と回答した方に対し、プロジェクト目標はどのようにするべきだったと

考えるか。

ご意見：

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　製造から検査まで完全な形の援助

Q31. 協力開始当初に設定された上位目標｢家畜の重要疾病の予防・蔓延防止に必要とされる適切な動物用
ワクチンが供給される｣について、現時点でシリア社会のニーズに応えた目標であると考えるか。

［［［［XX ］よく応えている］よく応えている］よく応えている］よく応えている

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　ワクチンが応用される疾病は、すべて伝染病とされる重要疾病であり、ワクチン以外の方法で予防、防

除できない。これらの疾病の多くは、ウイルス疾病のように治療が無効か、診断がつく前に斃死、流産又

は運良く回復している（予後の発育、生産性は低下）ということが多い。また、食品の安全性の面からも

治療薬の使用を最小限にすることも社会的な要請となってきている。したがって、今後ますます高品質の

ワクチンの重要性・需要は高まることは疑いないと言える。一般に認識されているよりもはるかにワクチ

ンは有用なものであると言える。

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

Q27と同様

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　いろいろな伝染性疾病が発生している。
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［［［［X ］ある程度応えている］ある程度応えている］ある程度応えている］ある程度応えている

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

［［［［XX］応えているとは言えない。］応えているとは言えない。］応えているとは言えない。］応えているとは言えない。

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　家畜の重要疾病の予防・蔓延防止に必要とされる適切な動物用ワクチンは供給されていない。

（山本長（山本長（山本長（山本長期専門家）期専門家）期専門家）期専門家）

　　　　検査成績が悪く合格がスムーズにでない。

Q32.“応えているとは言えない”と回答した方に対し、上位目標はどのようにするべきだったと考えるか。
ご意見：

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　Ｑ２５を見てください。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　良質の製剤が製造されない。検査のため製品が社会に出荷されない。

５．自立発展性５．自立発展性５．自立発展性５．自立発展性（援助終了後、被援助国の機関（援助終了後、被援助国の機関（援助終了後、被援助国の機関（援助終了後、被援助国の機関・組織がどれだけ協力の正の効果を維持することができる・組織がどれだけ協力の正の効果を維持することができる・組織がどれだけ協力の正の効果を維持することができる・組織がどれだけ協力の正の効果を維持することができる

か　組織、財政、技術、人材育成など）か　組織、財政、技術、人材育成など）か　組織、財政、技術、人材育成など）か　組織、財政、技術、人材育成など）

Q33. 現状のシリア家畜衛生局品質管理部の運営活動から、自立運営できるような能力があるか。
［［［［  ］ある］ある］ある］ある

［［［［XXX ］ある程度ある］ある程度ある］ある程度ある］ある程度ある

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　家畜衛生局長の話では、これからの機器の調達、資材供給については予算的な問題はないと断言してい

る。現状からは少し矛盾を感じるが、事実政策決定されると大きな事業が速やかに開始されることが見受

けられる。大学での予算執行についても大きく変わってきており、農業省にも同様な変化が遠からず期待

できる。動物舎の改造なども計画されており、当所の職員よりも未来を信じている。

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　検定に必要な薬品、器具、実験動物等を恒常的に購入できるようになれば、可能と思う。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　ないとは言い切れないが、今後日本から供与した試薬等を使い果たしたあとは、財政的な点から難しい

と考えられる。自立運営するにはシリア政府が品質検査の重要性を認識し予算を増額する必要がある。

［［［［XXX］ないと考える］ないと考える］ないと考える］ないと考える

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　間違った判断が行きる可能性が大であり、今後のフォローが必修である。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　施設も人も不足。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　消耗品や備品等のほとんどはワクチン製造部門から援助をしてもらっているのに、その製造部の製品を

検定し、合否判定を行うのは困難であると思われる。

Q34. C/Pへの技術移転につき、どの程度果たされたと考えるか。

［［［［X］された］された］された］された

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）
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　残された課題も沢山あるが、現状で、ここで実施可能、且つ最低限必要と考えられる検査法については

技術伝達されたものと考えている。

　今後は、実際の経験で習熟度、精度を上げる努力が必要である。その時点で検査項目を徐々に追加して

いくことが可能となると判断している。炭酸ガス孵卵器を使ったマイクロプレートによるウイルス含有量

検査などの導入を検討したが、現時点では継続的な炭酸ガスやマイクロプレートの供給が困難と判断され、

試験的な適用に止め今後の課題として残された。極近い将来シンプルで精度の高いこのような方法が導入

されると考えている。

［［［［XXXX］ある程度された］ある程度された］ある程度された］ある程度された

（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　異動が激しいので、技術の定着には疑問。

［［［［  ］されていないと考える］されていないと考える］されていないと考える］されていないと考える

［［［［X ］無回答］無回答］無回答］無回答

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　C/Pにより異なる。

Q35. C/Pの技術的自立は可能か。

［［［［  ］可能である］可能である］可能である］可能である

［［［［XXXXX］ある程度可能である］ある程度可能である］ある程度可能である］ある程度可能である

（西川長（西川長（西川長（西川長期専門家）期専門家）期専門家）期専門家）

　可能ならば、ＳＶの派遣、研修などによる支援を期待したい。

（斉藤短期専門家（斉藤短期専門家（斉藤短期専門家（斉藤短期専門家））））

　SOPがあれば、可能と思われる。

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　個人の能力による。

（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）（蒲生短期専門家）

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　製造部製品がよくなれば。現時点では検査技術が悪いから良い結果にならないとされる。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　技術伝達ができるまでは、異動等を行わなければ可能であるが、転職や異動が多いので実際には困難で

あると思われる。

［［［［  ］可能でないと考える］可能でないと考える］可能でないと考える］可能でないと考える

Q36.“可能でないと考える”と回答した方に対し、技術移転はどのように実行するべきだと考えるか。

ご意見：

Q37. 協力終了後実施機関は財政上問題なく運営できると考えるか。

［［［［  ］できる］できる］できる］できる

［［［［X ］何とかできると考える］何とかできると考える］何とかできると考える］何とかできると考える
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（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　確実に社会が変わってきていると感じている。他の研究所、検査室等を見ていると機材の調達も容易に

なっているようであり、供給する商社も多くなってきている。

　問題は、有用性が低いが派手なものが採用される傾向見られる。これもいずれ改善されると思われる。

［［［［XXXXX  ］できないと考える］できないと考える］できないと考える］できないと考える

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　薬品購入予算が年間３５万円ほどであり、今後検定数が増えていくとすれば、検定を行っていくうえで

は足りない（今現在でも少ないと思う。）。

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　機材の維持費が潤沢でない、また、輸入消耗品の調達は容易ではない。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

・本プロジェクトを開始するにあたり、新たな予算措置をとっていない

・赴任中試薬等の購入を要求しても購入ルートが確立していないなどの理由で入手できなかった

・赴任中シリア側施設の改善を要求しても対応できなかった

・機器が故障しても予算が乏しいため、修理できない

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　生産される物品はないのに、経費は必要となる。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

６．提言６．提言６．提言６．提言・教訓・教訓・教訓・教訓

Q38. 本件協力の経過及び結果をふまえて以下に関しご意見をお書きください。

（1） 本件協力終了後にシリア国家畜衛生改善分野で協力するとすれば、何を対象とするのが望ましいか。
　　1）　動物用ワクチン品質検査の面でのやり残しがあり、それを対象とする。

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　今後可能な限りＳＶの派遣等で技術支援が行われるよう期待されている。今後引き続き支援が行われれ

ば、検査技術は確実に改善され、検査精度が向上し大きな貢献ができると思われる。既にその段階に来て

いると感じている。

　動物の計画繁殖などの技術伝達が極めて重要な時期に至っていると考えられる。当国には、信じられぬ

ことであるが良質の実験動物を供給する施設が全く存在せず、医学研究所、医学部、獣医学部等でも今後

需要が増大すると予想される。この件でも、ＳＶ派遣が期待される。

　また、近い将来、厚生省の医薬品検査所で、人用ワクチンの検定を始める計画があると責任者より聞い

ている。したがって、こちらから、先行している当所への検定技術支援、動物繁殖への技術協力の依頼が

予想される。

（（（（山本長期専門家）山本長期専門家）山本長期専門家）山本長期専門家）

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　薬事法の整備が必要。

　ワクチン製造におけるワクチン株の管理。

　獣医師や使用者へのワクチンについての啓もう活動が必要。

　　2）　検査面は 2003年 2月をもって完了として、本件協力の成果を高めるために関連した他の方面

　　　　（例；ワクチン製造、フィールドでの診断・ワクチン接種、法律・基準・制度等の整備）

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）
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　ワクチン生産：現在、細々と国産ワクチンの生産が続けられている状況である。専門家の意見では、ワ

クチン株の維持などに大きな問題があり、先進国では到底考えられぬような方法で生産が行われている。

また、不活化ワクチンを生産したいが、設備はあるが技術がないので指導して欲しいと短期専門家に対し

て直接要請があった。　ワクチンの質のみならず、生産量も微々たるもののようで、また、生産施設の Shabaa

地区（当所の隣の建物）への移転が計画されており、大改革の時期に来ており、家畜衛生局長から物はさ

ておき技術が欲しいと、技術支援への強い希望が述べられている。

　家畜病診断施設：２０００年度の無償資金協力計画で、バース大学獣医学部に充実した家畜病診断セン

ターが設置された。これを中心にして家畜病診断ネットワークの構築が有望な構想と思われる。

　家畜衛生局のもとに、各県単位の家畜病診断センター並びに４か所に地区診断センターが置かれている。

これらが設備の問題で全く機能していない状況が続いている。これらの施設を補強し、最低限の重要疾病

について迅速な診断が行え予防処置、適正な治療に活用できれば大変に有効な防疫組織とすることができ

るのではないかと考えている。これと大学の獣医学部を連携させると、疾病診断、防疫、定期的な疫学調

査などができ、家畜衛生における行政にも迅速・正確な情報を提供し、農家への成果をフィードバックで

きると思っている。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　　　　製造と検査業務を一緒に行い、更に他に検査部門を作る。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

　シリア国内で適切な（有効かつ安全な）ワクチンが流通するためには、品質検査技術の向上だけでは不

十分と考えられる。そのためには、

（１）ワクチンの品質検査制度を確立すること。

　　　法的なバックグラウンドがないと品質検査技術が確立されても不適切なワクチンが流通してしまう。

（２）ワクチン製造

　　　品質検査に耐えうる、適正な（有効かつ安全な）ワクチンを製造する必要がある。

（３）伝染性疾病の診断技術

　　　ワクチンを有効に使用するためには、疾病の診断技術が必要である。

（４）実験動物の生産

　　　ワクチン製造部門でも品質管理部門でも有効性、安全性等の品質管理には実験動物が必要であるが、

充分に供給されていない。そのため、必要な品質検査ができない。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

　試薬、機器や実験動物等の流通体制の強化を行ってからでないと、ワクチンを製造するにも検査を行う

にも効率が悪い。それを行うよりは、日本で研修（教育）を受けさせ知識の向上に重点を置いた方がよい。

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　薬事法の整備が必要。

　ワクチン製造におけるワクチン株の管理。

　獣医師や使用者へのワクチンについての啓もう活動が必要。

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　検定のプロジェクトは２００３年をもって完了とし、検定と密接な関係でその上位にある、ワクチンの

製造に関する技術協力、さらに上位にあるそれを支える研究能力向上面での協力をすることにより、シリ

アが国家防疫として必要なワクチンが製造可能となるばかりでなく、動物ワクチンの品質検査能力・項目

などが更に向上し、定着する。このような技術が持ち得てならば法律、基準、制度が整備されよう。例え

ばシリアでは不活化ワクチンの製造ができていないし、専門的な知識もなくワクチンが製造されている。

来年度には、ワクチン製造部門がワクチン検定部門の施設に移動する計画があるようであり。今後は製造
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と検定が同一建物内で行われる。ワクチン製造部門への生物学的な技術協力は家畜衛生分野の改善協力に

とどまらず、いまだ実施されない実験動物を使用する医薬品の検定への波及効果もある。なぜなら、シリ

アではこれらの技術は動物用ワクチンが最先端にある。

　　3）　その他

　　　　 ご意見；

（2） 上記新たな協力を実施する場合特に留意すべき事項
　　　ご意見；

（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）（西川長期専門家）

　当国への無償資金協力で、農家に対してトラクターが頒布され、その見返り代金が資金としてプールさ

れており、大きな金額となっていると言われている。これは農業分野の改善プロジェクトに活用されるべ

きものとされている。現在、この資金を活用できるような実施可能な優良プロジェクトが求められている。

前項にあげられたワクチン生産部の施設・設備改善、及び県、地区家畜病診断センターの設備強化などに

対してプロジェクト形成ができるのではないかと期待している。

（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）（山本長期専門家）

　完全な形で運営し、少しずつシリア人を教育し、引き渡す方式にした方が早くシリア側は独立できると

考える。

（（（（蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家蒲生短期専門家））））

・事前調査団の報告書にシリア側が「...努力する。」「...可能な限り努力する。」と回答した旨が記載されて

いたが、必要なことはミニッツに明記すべきである。

・事前調査団の報告書と実態が異なる点があったので、実態を確実に調査する必要がある。

・ C/Pは新人ではなく経験者にすべきである。
・シリア側の予算額を数字で示すべきである。

・供与機材の選定については日本側がイニシアチブをとり選定すべきである。

（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）（佐々木短期専門家）

（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）（斉藤短期専門家）

　獣医師の質（獣医学生への教育を含む）の向上（疾病診断・ワクチン接種等）。

（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）（入谷短期専門家）

　施設の改良並びに製造・検定・研究能力を備えた専門家の派遣による技術援助が重要である。

ご協力ありがとうございました。その他ご意見等がありましたら記入願います。ご協力ありがとうございました。その他ご意見等がありましたら記入願います。ご協力ありがとうございました。その他ご意見等がありましたら記入願います。ご協力ありがとうございました。その他ご意見等がありましたら記入願います。

ご意見ご意見ご意見ご意見：：：：

（（（（斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家斉藤短期専門家））））

　品質管理部と製造部の連絡が密でないように思う。技術的な協力を含め連絡を密にする必要がある。

―34―
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４．評価グリッド 

５項目評価 

評価項目評価項目評価項目評価項目     調査項目調査項目調査項目調査項目     必要な情報・データ必要な情報・データ必要な情報・データ必要な情報・データ((((指標）指標）指標）指標）    情報源情報源情報源情報源     調査方法調査方法調査方法調査方法     調査結果調査結果調査結果調査結果     判定判定判定判定     

1.プロ目、上位目標は

シリアの開発政策に

合致しているか 

・国家社会経済開発計画にお

ける動物用ワクチン品質検

査改善の位置づけ 

・上記を含めプロジェクト開始

から現在までにプロジェクトの

方向性に影響を与えるよう

な、政治的・社会的変化はあ

ったか 

国家経済社会開

発計画、国家林業

局開発計画（関連

部分のみ） 

資料レビュ

ー、実施機

関聞き取り 

シリア国において食料増産は石油開発と並ぶ二大開発重点である。自然・社会環境か

ら食料に占める畜産（養鶏を含む）の重要性は極めて高く農業生産高に占める畜産物

の比率、一般家庭の食費支出に占める畜産物の比率はいずれも約33%である。ブルセ

ラ病は多発する家畜流産の原因となっているのみならず人間にも感染し問題となってお

り動物用ワクチンの品質検査の重要性は極めて高く、この状況はプロジェクト開始前も

現在も変わっていない。むしろ今後は更に高まると思われる。 

A 

2.プロ目は、ターゲット

グループ（農業 ・農

地改革省ワクチン品

質管理課員）のニー

ズに合致しているか 

・農業・農地改革省における動

物用ワクチン品質検査改善

計画の位置づけ 

・上記を含めプロジェクト開始

後プロジェクトの方向性に影

響を与えるような実施機関の

方針の変更があったか 

実施機関の研究

計画 

資料レビュ

ー、実施機

関聞き取り 

シリア国においては、機材・人材・技術の不足により、動物用ワクチンの検査が十分に

実施されておらず、品質が保証されていない未検査のワクチンが国内に流通している状

況にあり、ワクチンが効かない、ワクチンをうったら家畜が死んだといった苦情が直接農

業・農地改良省にも寄せられている状況にあり、品質検査体制の整備が望まれていた。

プロジェクト目的はターゲットグループのニーズに合致している。 

A 

3.ターゲットグループ

選定の妥当性 

・ターゲットグループは妥当に

選定されたか 

・TG以外への波及性 

C/P、専門家 インタビュー 実施機関は動物用ワクチンの品質検査を行うシリア国唯一の政府機関であり、選定は

妥当である。 

シリア側では本件の成果を保健省所管の人間用ワクチンへの活用も考慮している。 

A 

4.プロ目、上位目標は

我が国の援助方針

に合致しているか 

・プロジェクト開始後プロジェク

トの方向性に影響を与えるよ

うな日本政府あるいはJICA

本部の方針の変更はあった

か 

援助方針、国別事

業実施計画 

資料レビュー シリアは中東和平実現の鍵を握る重要な国であり、我が国は、中東和平プロセスへの

シリアの積極的参加を促すため、また、国内安定化・市場経済化を指向する現在の改

革路線を更に推進していくため、国民生活の向上に資する援助実施を検討していく方

針であり、食糧増産は重点項目である。JICAの国別事業実施計画においても畜産業の

振興は援助重点項目としてあげられている。畜産物の増産を最終目標とする本件プロ

ジェクト目標、上位目標とは整合性がある。シリア国におけるJICAの畜産分野への協力

は三つの方向（家畜衛生の改善・家畜疾病の予防・酪農技術指導）があげられている

が、本件は家畜疾病の予防対策に資するものである。（出典：事前調査報告書） 

A 

5.プロジェクト計画の

妥当性 

・プロジェクト計画策定の過程 

・ミニプロ方式技術協力（チー

ム派遣技術協力）を選んだこ

との妥当性（他の協力形態を

選定する場合との比較） 

・シリア側監督責

任者 （国家林業

局、林業科学研

究院、木材研究

所幹部 ）、プロジ

ェクトデ ィレクタ

ー、プロジェクトマ

ネージャー、C/P 

・専門家 

アンケート 

インタビュー 

本プロジェクトはこれに先行して実施されたチーム派遣「動物医薬品品質検査改善計

画」により動物用一般薬、抗菌剤に対する品質検査技術の改善に対する成功を受け、

その際に除外されたワクチンに対し同様の協力を行うものであり、チーム派遣方式を選

んだのは妥当な選択であった。 

A 

6.他のプロジェクト（各

国や日本の他の援

助プロジェクト等）と

の整合性 

・他のプロジェクトとの重複、補

完状況 

専門家 

実施機関 

聞き取り 

資料調査 

我が国はシリアに対し家畜衛生分野において以下の協力を実施済みあるいは実施中で

あり、本件はこれらの協力と整合性がある。 

①バース大学獣医学部機材整備計画（無償資金協力）1999年度 

②鶏病予防センター(プロジェクト方式技術協力)1972年～1977年 

③動物医薬品品質検査改善計画（専門家チーム派遣）1995.10～1998.03 

④個別専門家派遣、農業農地改革省、国際乾燥地農業研究センター、酪農公団、バー

ス大学獣医学部等 

A 

7.日本の技術の優位

性はあるか 

・日本の技術はシリア（実施機

関）のニーズに応えるものか

（当該協力を他国ではなく、

日本がやることに意味がある

か） 

専門家 

実施機関 

聞き取り 本件に先行して実施された、鶏病予防センター(プロジェクト方式技術協力）、動物医薬

品品質検査改善計画（専門家チーム派遣）に対する我が国の協力の成功はシリア側が

高く評価するところであり、我が国が協力することの妥当性は高い。 A 

妥当性 

総合評価総合評価総合評価総合評価     

本件はシリア国の開発政策に合致し、日本国の援助方針とも整合性がある。妥当性は高い。本件はシリア国の開発政策に合致し、日本国の援助方針とも整合性がある。妥当性は高い。本件はシリア国の開発政策に合致し、日本国の援助方針とも整合性がある。妥当性は高い。本件はシリア国の開発政策に合致し、日本国の援助方針とも整合性がある。妥当性は高い。     

1.プロジェクト目標の

達成の度合い 

・シリア国動物用ワクチン品質

管理部門における品質検査

技術が向上したか。 

専門家 

C/P 

実施機関 

資料レビュー 

実 施 機 関

聞き取 り、

質問票 

2002年に品質管理部職員が実施した動物用ワクチンの品質検査は、ワクチンの種類、

実施検査項目、検査件数のいずれをとっても協力開始前に比べ著しい増加を示してお

り、プロジェクト目標は達成されたと判断される。 
AA 

2.目標達成に対する

本プロジェクトの貢

献度 

・シリア国動物用ワクチン品質

管理部門における品質検査

技術が向上したとして、それ

は本プロジェクトの実施の結

果だといえるか。 

実施機関関係者 

専門家 

聞き取り プロジェクト目標の達成は、本プロジェクトによって供与された機材、移転された技術の

直接の結果であり、本プロジェクトの貢献度は高い。 

AA 

3-1.促進要因 合同委員会議事録 

専門家、C/P、実

施機関関係者、 

 

 

3.（プロジェクトの成果

以外に）目標の達成

に影響を与えた、あ

るいは与えそうな要

因 
3-2.阻害要因 合同委員会議事録 

専門家、C/P、実

施機関関係者、 

資料レビュー 

アンケート 

関係者聞き

取り 
 

 

有効性 

総合評価；成果はすべてプロジェクト目標達成に貢献し、プロジェクト目標はおおむね達成される見込みである。有効性は高い。総合評価；成果はすべてプロジェクト目標達成に貢献し、プロジェクト目標はおおむね達成される見込みである。有効性は高い。総合評価；成果はすべてプロジェクト目標達成に貢献し、プロジェクト目標はおおむね達成される見込みである。有効性は高い。総合評価；成果はすべてプロジェクト目標達成に貢献し、プロジェクト目標はおおむね達成される見込みである。有効性は高い。     

（日本側投入） 

1. 日本人専門家 

1-1.タイミング ・活動計画にてらして適切な時

期に派遣されたか 

プロジェクト記録 

専門家、C/P 

おおむね計画どおり投入された。 
A 

効率性 

1-2.量 ・活動計画にてらして適切な人

数が適切な期間派遣された

か（当初計画長期専門家1名

36Ｍ/Ｍ，短期専門家4名計

11M/M） 

プロジェクト記録 

専門家、C/P 

資料レビュー、 

アンケート、 

インタビュー 
おおむね計画どおり投入された。（長期専門家 2名計 36M/M、短期専門家 4名計

11M/M） 

シリア国からは短期専門家の期間が短いとの意見がだされている。 

専門家からは調整員が派遣されていればもっとよかったとの要望が強い。 

A 
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1-3.質 ・専門家の質は適切であった

か（専門分野のミスマッチはな

かったか、技術力・コミュニケ

ーション能力は適切だったか） 

プロジェクト記録 

専門家、C/P 

 アンケート結果では専門家に対するC/Pの満足度は高いが、初期においてコミュニケー

ションに問題があったようである。 
A 

2. カウンターパート日本研修 

2-1.量 ・活動計画にてらして適切な人

数が適切な期間派遣された

か(当初計画5名各６か月) 

プロジェクト記録 

専門家、C/P 

・当初計画5名に対し調査時点では2名しか実施されておらずシリア側に不満がある。現

在更に2名の追加実施を検討中であり、最終的には4名となる見込みである。 A 

2-2.質、タイミング ・研修の内容・質・時期は適切

であったか 

プロジェクト記録 

専門家、C/P 

資料レビュー、

アンケート、

インタビュー 

C/P日本研修は技術移転面で極めて効果が高いのみならず、C/Pの日本理解がすす

み、専門家との交流を深めるうえでも効果が大きい。 
A 

3. 機材供与 

3-1.量 ・活動計画にてらして適切な量

の機材が供与されたか 

・現在の使用状況はどうか 

プロジェクト記録 

専門家、C/P B 

3-2.質 ・供与された機材の内容・質・

時期は適切であったか 

プロジェクト記録 

専門家、C/P 

資料レビュー、

アンケート、

インタビュー 

・供与機材の内容、質・量はおおむね妥当である。到着時期の遅れにより活動計画への

支障が生じたケースがある。 

・高速遠心機、低速遠心機、凍結乾燥機、マイクロピペット孵卵器等供与された機材は

極めてよく活用され、成果の達成に貢献している。 

・問題点 

1.鶏用アイソレータ；組み立て説明書がなく、長期間未使用で放置されていたが短期専

門家の指導で使えるようになった。１台しかなく今後業務量の増大・質の向上による高

度な検定の導入が予測され台数の不足が懸念される。 

2.高速冷却遠心機；低速大容量ロータが１基しかなく、高速遠心の能力が生かされな

い。低速機の追加を検討中 

3.ミニッツに記載された機材のなかではバイオクリーンベンチのみが供与されていない。

日本からの輸出許可がとれず、現地で入手可能なクリーンベンチに仕様をさげての調

達を検討中。 

4.低温孵卵器；温度設定が機能しない。. 

5.超音波ピペット洗浄機、小型超音波細胞破砕機、生物用顕微鏡、倒立顕微鏡、冷蔵

室、回転培養器の追加が望まれる。 

6.ELISA、PCR thermal cyclerは現時点では検定には用いられない。（検査技術研修に

使用） 

B 

4. 現地業務費 

4-1.タイミング・量  プロジェクト記録 

専門家、C/P 

資料レビュー、

アンケート、

インタビュー 

・現地業務費は年間約150万円、JICAより充てられている。 

A 

（シリア側投入） 

5. プロジェクトサイトの土地・建物・設備 

5-1.量 ・必要な投入がなされたか 

・現在の状況はどうか 

プロジェクト記録 

専門家、C/P 
A 

5-2.質、タイミング ・投入の質・時期は適切であっ

たか 

プロジェクト記録 

専門家、C/P 

資料レビュー、

アンケート、

インタビュー 

・土地、建物は郊外の広大な敷地にあり、スペース的には問題なく、閑静・空気清浄で

環境もよいがラボとして建てられたものではなく、気密性に問題あり、温度管理、無菌

管理、ほこり等の点でワクチン品質検査には不適当。また洗浄室の流しや周辺のテー

ブル等が石材で作られ、ピペット等のガラス器具の破損が多い。 

・検査棟の空調、電圧安定装置の投入がなされなかった。 

・実験小動物用飼育ゲージ、飼育用具の質が悪く、数量は極端に不足している。また飼

料がない。 

・生物顕微鏡は古く、性能が酷く低下している。培養細胞の検査、観察に常用する倒立

顕微鏡は１台しかなく不足。 

B 

6. カウンターパート配置 

6-1.量 ・必要な投入がなされたか 

・現在の状況はどうか 

プロジェクト記録 

専門家、C/P 

・日本での研修を受け中核として期待されたC/Pが外国留学や、家畜衛生局内部の移

動により本件から離れる結果となったり、女性C/Pが産休で勤務できなくなるケースが

あり、後任が任命され量的には当初計画を満たされはしたものの、経験不足で活動に

影響を与えた。 

・補助職員、事務職員は数が多く遊んでいる人がでている。 

A 

6-2.質、タイミング ・投入の質・時期は適切であっ

たか 

プロジェクト記録 

専門家、C/P 

資料レビュー、

アンケート、

インタビュー 

試薬の調整、器具の洗浄・滅菌、機器の保守管理、動物の飼育はワーカーの仕事とし

てC/Pは手を出さず、指導もしない。 

適切な動物飼育、器具類の洗浄があってこそワクチン検定は成り立つ。 

B 

7. プロジェクト運営経費、実験・研究活動経費 

7-1.量 ・必要な投入がなされたか 

・現在の状況はどうか 

プロジェクト記録 

専門家、C/P 

・年間約15万シリアポンドが投入され、一般試薬、消毒剤、洗剤等に使用。 

当プロジェクトに対する予算というものがなく、DAH全体の予算額も少なく、個々の要請

に対応する形であり、物品の調達に大変な時間がかかった。 

・設備・機材のメインテナンス予算がなく、古い顕微鏡等供与機材以外の自己調達機材

で故障や不具合が放置されている。 

・日本側の投入（現地業務費と携行機材）により何とか対応できた。 

C 

7-2.質、タイミング ・投入の質・時期は適切であっ

たか 

プロジェクト記録 

専門家、C/P 

資料レビュー、

アンケート、

インタビュー 

 
 

（プロジェクトマネージメント） 

8.プロジェクトの管理・

運営・支援システム 

  ワクチン品質検査部の予算が不十分で必要な資材の入手に時間がかかる時がある。 
B 

9.他のプロジェクトとの

関連性 

・当該プロジェクトの効率性に

影響を与えるような他のプロ

ジェクトあるいは他の機関と

の連携があったか 

プロジェクト記録 

専門家、C/P 

資料レビュー、

アンケート、

インタビュー 
・バース大学との間で機材の相互利用や技術交流が開始された。 

Ａ 

10.モニタリングシステム    長短専門家は任期満了時にシリア側との協議によりevaluation reportを作成している。

その中で明らかにされた問題点、提言についてはプロジェクト内部、JICA本部で対応策

を検討・実施しており、内容によってはJICAシリア事務所よりシリア側に対応を申し入れ

ている。 

B 

(成果の達成度）  

成果は計画どおり達成したか   すべての活動項目に関し、基盤技術においては2名以上の、検査技術においては１名

以上のC/Pがマニュアルに従い的確に実施できるようになっており、マニュアルも多数作

成され、予期した成果は達成したといえる。 

A 

 

11.成果 

成果は投入に見合ったものか   困難な状況下で比較的少ない投入により初期の成果があがった。 A 
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 投入は成果の達成のために

活用されたか 

  一部に使用頻度の低い機材があるものの投入はおおむね成果の達成のためによく活

用されている 
A 

 総合評価総合評価総合評価総合評価     

日本側及びシリア側の投入は全体として適切でありよく活用されている。日本・シリア双方の投入は成果の発現に貢献しており、比較的少ない投入で所期の成果はおおむね達成さ日本側及びシリア側の投入は全体として適切でありよく活用されている。日本・シリア双方の投入は成果の発現に貢献しており、比較的少ない投入で所期の成果はおおむね達成さ日本側及びシリア側の投入は全体として適切でありよく活用されている。日本・シリア双方の投入は成果の発現に貢献しており、比較的少ない投入で所期の成果はおおむね達成さ日本側及びシリア側の投入は全体として適切でありよく活用されている。日本・シリア双方の投入は成果の発現に貢献しており、比較的少ない投入で所期の成果はおおむね達成さ

れる見込みであり、効率性は高い。れる見込みであり、効率性は高い。れる見込みであり、効率性は高い。れる見込みであり、効率性は高い。     

上位目標達成の見込み ・ 2005年の畜産物生産高が

2000年より上昇する見込み

があるか 

・2003年以降、品質検査が終

了しているワクチンによる事

故発生がほとんどなくなる見

込みがあるか 

・市場に流通しているワクチンに

しめる品質検査合格済みワク

チンの比率は向上しているか 

国家林業局、実施

機関、専門家 

聞き取り 明確な統計がないことにより、現時点での検証は困難であるが、達成の方向に進んでい

ることは間違いない。 

A 

実施機関以外への影響 本プロジェクトは外部（他の研

究所、大学、畜産 ・養鶏関係

者、一般国民、その他プロジェ

クト関係者以外)に何らかのプ

ラスあるいはマイナスの影響を

与えましたか。 

実施機関 

専門家 

聞き取り ・DAH内の他部局（ワクチン製造部、獣医診断部、寄生虫病学室、血清診断学室等）及

びバアス大学獣医学部との技術交流、情報交換が始まり、信頼関係、協力関係がで

きはじめた。将来診断、ワクチン生産、同検定機関の間で補完関係が成立し、家畜衛

生行政を通じ、家畜生産振興に寄与するものと期待される。 

・保健省においても人間用ワクチン検定制度を考える動きが出てきた。 

A 

実施機関の組織や関

連制度、財政、技術

変革等への影響はあ

ったか 

・ワクチン品質管理課は、農

業・農地改革省家畜衛生局

内の組織図上の位置づけ、

予算、人員、権限に変化が

あったか、あるいはあると予

測されるか。 

・動物ワクチン品質管理や検

査に関する法律・制度・基準

制定の動きはあるか 

・そのような変化は本プロジェ

クトの影響と見られるか。 

実施機関 

専門家 

聞き取 り、

質問票 

・本プロジェクトは実施機関における予算配分、人員配置、物資の調達等においてプラ

スの影響をあたえている。 

A 

その他 ・その他波及効果を含め、予

想されたあるいは予期しなか

ったプラス、マイナスの影響

はあったか。 

実施機関 

専門家 

聞き取 り、

質問票 

・実施機関の研究員の志気と実施機関の総合力は高まってきている。 

A 

インパクト 

総合評価総合評価総合評価総合評価     

家畜衛生局内の組織・予算・人員に対し積極的影響を与えつつある。その他のインパクトはまだ見えていない    

1. 組織・制度 

1-1.政策支援の継続

（見込み） 

・食料増産政策における動物

ワクチン品質検査改善の位

置づけ 

・家畜衛生局におけるワクチン

品質管理部門の位置づけ 

実施機関 聞き取り 人口増加に伴い食糧増産、畜産振興はシリアの最重要政策であり、また環境への圧力

の軽減の見地からも畜産の効率化は第一義的に重要である。さらに生産物の品質向

上、安全性向上も重要な課題となっており、薬物の使用を減じるためにも高品質のワク

チン供給はますます重要性を増してくる。政策的支援は期待できる。 

A 

1-2.管理・運営組織 ・活動を円滑に実施するに足

る組織能力はあるか 

・人材配置の適性度 

・C/Pの定着度 

・将来計画の意志決定の仕組み 

・ラボ・マネージメントはできて

いるか 

・合同委員会議事録 

・実施機関 

・専門家 

資料レビュー 

聞き取り 

品質検査部は人事・予算の面でワクチン製造部のような大きな組織に隠れがちである。

重要性を明確にすることが望まれる。 

B 

1-3.プロジェクトの成

果の継続性 

・プロジェクト終了後もプロジェ

クトの成果は継続的に維持さ

れるか、移転された技術は継

続的に活用されるか 

・実施機関 

・専門家 

 一部C/Pの移動はあるが大勢には影響ない 

A 

1-4.資機材の維持管

理 

・資機材は適切に維持管理さ

れているか 

・部品、消耗品、試薬、実験材

料等検査に必要な物資の入

手方法・入手ルート・資金に

問題はないか 

専門家、実施機関 聞き取り ・機材はすべて日本人専門家の指導の下、それぞれの使用者に対し、使用と日常の保

守のトレーニングが行われ、各機材は彼らにより管理されている。目下のところすべて

良好に動いている。 
Ａ 

2. 資金・予算 

2-1.動物用ワクチン品

質検査の予算 

・予算の確保、財政支援の継

続性 

・実施機関 

・専門家 

資料レビュー 

聞き取り 

家畜衛生局長の話では、これからの機器の調達、資材供給については予算的な問題

はないと断言している。過去の状況から若干の疑問は感じられるが、政策決定されると

大きな事業が速やかに実施されており、今後は変化が期待される。 

Ａ 

3. 技 術 

3-1.技術の定着度 ・動物用ワクチン品質検査を

独自に実施する技術は定着

したか 

・合同委員会議事録 

・実施機関 

・専門家 

聞き取り ・公務員の給与が低いことからC/Pの定着に若干の不安がある。 

・残された課題も多いが、現状でシリアで実施可能かつ最低限必要とされる技術は移転

されたと見られる。今後は、実際の経験により習熟度、精度を上げる努力が必要である。 

A 

3-3.自立発展の阻害

要因 

・自立発展を阻害すると思わ

れる要因は何か 

専門家、実施機関 聞き取り ワクチン検査担当の人事・予算に不安がある。 
B 

自立 

発展性 

総合評価総合評価総合評価総合評価     

技術面では移転が進んでおり、また予算面でも家畜衛生局幹部は問題ないといっている。自立発展性はあると見られるが経験の積み重ねによる技術技術面では移転が進んでおり、また予算面でも家畜衛生局幹部は問題ないといっている。自立発展性はあると見られるが経験の積み重ねによる技術技術面では移転が進んでおり、また予算面でも家畜衛生局幹部は問題ないといっている。自立発展性はあると見られるが経験の積み重ねによる技術技術面では移転が進んでおり、また予算面でも家畜衛生局幹部は問題ないといっている。自立発展性はあると見られるが経験の積み重ねによる技術の習熟度の向上と試薬や実験の習熟度の向上と試薬や実験の習熟度の向上と試薬や実験の習熟度の向上と試薬や実験

動物といった必要物資の安定調達のための方策を確立により自立発展性をより強固にする努力が望まれる。動物といった必要物資の安定調達のための方策を確立により自立発展性をより強固にする努力が望まれる。動物といった必要物資の安定調達のための方策を確立により自立発展性をより強固にする努力が望まれる。動物といった必要物資の安定調達のための方策を確立により自立発展性をより強固にする努力が望まれる。     
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別６－３実施プロセス 

調査項目調査項目調査項目調査項目     必要な情報・データ必要な情報・データ必要な情報・データ必要な情報・データ ((((指標）指標）指標）指標）     情報源・調査方法情報源・調査方法情報源・調査方法情報源・調査方法     調査結果調査結果調査結果調査結果     評価評価評価評価     

・活動は計画どおりできたか。（詳細別紙活動達成度表） 

活動計画を上回る進捗をみせた分野、ほぼ計画どおりの

分野、大幅に遅れをみせている分野はそれぞれ何か 

・専門家報告書 

・専門家、C/P聞き取り 

一部に遅れが見られたが、協力期間終了までにはおおむね計画どおりの活動が

達成される見込み。 B 

・活動を促進した要因は何か ・専門家報告書 

・専門家、C/P聞き取り 

専門家及びC/P（個人差が大きい）の努力 
B 

活動の進捗状況 

・活動を阻害した要因は何か ・専門家報告書 

・専門家、C/P聞き取り 

1.品質検査部の予算執行がスムーズにいかず、実験動物や試薬の手当に問題が

あった。 

2.C/Pの技術レベルにばらつきがあり、専門家の指導を困難にした。 

3.供与機材の到着が大幅に遅れた。 

4.C/Pの勤務時間が短く実験に支障を生じたケースがあった。 

B 

モニタリング（進

捗状況のチェッ

ク、問題点への

対応策の検討 ）

の実施状況 

・モニタリングの仕組み（頻度、方法） 

・PDM、詳細活動の軌道修正内容（モニタリング結果がど

う活動の進捗状況にいかされたか） 

・外部条件の変化への対応、内部化の状況 

・専門家報告書 

・専門家、C/P聞き取り 

各専門家は任期終了前に活動、成果をレビューし問題点、提言をまとめた自己評

価書(Evaluation Report)を作成し、C/Pが内容をチェックし同意したものを総合報

告書に添付している。JICA本部及びJICA現地事務所はその内容をレビューし、プ

ロジェクト内部あるいは日本側だけでは解決できない事項については都度JICA現

地事務所よりシリア側に善処を申し出ており、結果として改善をしたものもあるが、

組織・制度に関する事項、予算を伴う事項では改善しえなかったものもある。 

しかしながら基本的な活動計画の修正を要するような問題はなかった。 

改善例；鶏用アイソレータは組み立て説明書がなく長期間未使用で放置されてい

たが、短期専門家の指導で使用可能となった。 

B 

専門家と C/P と

の関係性 

・コミュニケーションの状況 

・共同作業による問題解決の見直し状況： 

・各活動分野での活動状況 

・C/Pの変化（主体性、積極性） 

・専門家報告書 

・実施機関、専門家、

C/P聞き取り 

特に初期において専門家とC/P更にワクチン製造部との間の意思疎通に問題あ

ったが後半改善されている。 
B 

受益者の事業へ

のかかわり方 

・実施機関職員の認識の変化 

実施機関職員は本プロジェクトでどのような技術習得を

求められていたのか、また求めていたのか。そして結果的

にどう変化したか 

・実施機関職員 個人差はあるが実施期間職員はおおむね熱心であり、活動が家畜衛生局内の他

部門にも認められてきたこともありモラルは向上してきている。 
B 

相手国実施機関

のオーナーシップ 

・家畜衛生局幹部の活動計画策定・実施・モニタリングへ

の参加の度合い 

・C/P配置の適性度 

・専門家報告書 

・実施機関、専門家、

C/P聞き取り 

他の部局（特にワクチン製造部）では当初プロジェクトに対する理解が低かったが

最近は理解が高まり協力の度合いが増している。 B 
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プログラムの実績 

 

調査項目調査項目調査項目調査項目     必要な情報・データ必要な情報・データ必要な情報・データ必要な情報・データ ((((指標）指標）指標）指標）     情報源・調査方法情報源・調査方法情報源・調査方法情報源・調査方法     調査結果調査結果調査結果調査結果     評価評価評価評価     

畜産物生産高(2000年、2005年見込み） 畜産統計 畜産物生産高（1995年価格100万シリアポンド）1996 78.1, 1997 80.1, 1998 86.8, 1999 

89.7, 2000 92.3。統計数値は2000年までしか公表されておらず、この期間では年々増加

傾向を示しているが最近３年間は干ばつで家畜を養えないため家畜頭数は減少している

という話である。プロジェクトとの関係を見るには時期尚早である。 

n.a 

最終目標（シリアに

おける家畜衛生の改

善が図られ、畜産の

生産性が改善する）

達成の見込み 
最終目標達成のための外部条件（動物用ワクチン品

質管理体制の充実、動物用ワクチン使用後調査及

び流通調査体制の充実、その他）の動向 

関係部局 ・専門

家聞き取り 

外部条件は満たされておらず、正確な資料はえられない。酪農家、養鶏家、獣医等の聞

き取り調査によれば家畜の疾病、ワクチンによるトラブルとも近年減少しているとのことで

ある。 

B 

・2003年以降、品質検査の終了しているワクチンに

よる事故発生がほとんどなくなるか 

・2003年以降、品質検査基準に合格したワクチンの

市場流通率が向上するか 

関係部局 ・専門

家聞き取り 

正確な統計は入手できず、酪農家、養鶏家、獣医等の聞き取り調査では事故は減少して

いるが接種したワクチンが検査済みのものかは現場ではわからない。また家畜衛生局に

よれば合法的に流通しているワクチンはシリア製品はすべてQCSにて検査しており、輸入

品については生産国の検査機関による検査が輸入許可条件となっているので100%検査

済みといえる。密輸品等非合法ワクチンの量は多く見ても全体の10%に達することはない

ので全体としても90%以上検査済みとのことである。 

A 

上位目標（家畜の重

要疾病の予防・蔓延

防止に必要とされる

適切な動物用ワクチ

ンが供給される）の

達成度（見込み） 

上位目標達成のための外部条件（動物用ワクチン

品質管理部の活動に係る予算・人材・機材などの

充実、その他）の動向 

関係部局 ・専門

家聞き取り 

QCSの予算、人員、機材はプロジェクト開始前から見ればいずれも充実の方向にある。 

B 

・2003年に品質管理部の職員が品質検査を実施し

た動物用ワクチンの種類、試験項目は1999年に

比べ増えているか。 

・2003年に品質管理部の職員が品質検査を実施し

た動物用ワクチンの検査件数は1999年にくらべ増

加しているか。 

専門家、C/P、実

施機関聞き取り、

アンケート 

品質検査課において品質検査をしたワクチンの種類、検査項目、検査件数は別添資料

に見るとおり明らかに増加している。 

A 

プロジェクト目標達成のための外部条件（動物用ワ

クチン管理部の活動が維持される、その他）の動向 

専門家、C/P、実

施機関聞き取り、

アンケート 

QCSの予算、人員、機材はプロジェクト開始前から見ればいずれも充実の方向にある。 

B 

プロジェクト目標の達成を促進した要因（プロジェク

ト内部の要因及び外部の要因） 

専門家、C/P、実

施機関聞き取り、

アンケート 

・専門家及び数名のC/Pの熱心な努力 

・供与機材がよく活用された。 A 

プロジェクト目標（動

物用ワクチン品質管

理部門における品質

検査技術が向上す

る）達成度・見込み 

プロジェクト目標の達成を阻害した要因（プロジェク

ト内部の要因及び外部の要因） 

専門家、C/P、実

施機関聞き取り、

アンケート 

・品質管理部は独自の予算が少なく、試薬や実験動物の供給体制も整っていないためこ

れらの入手に時間がかかった。 

・特に前半においてワクチン製造部門とのコミュニケーションに問題ありプロジェクトの趣

旨が製造部門に十分理解されず十分な協力がえられなかった面がある。（現在は状況

が改善されている。） 

C 

1.C/Pの過半数が品質検査にかかる基盤的技術を

マニュアルに従い独自に正しく実施できるか。 

専門家、C/P、実

施機関聞き取り、

アンケート 

すべての活動項目に対し少なくとも2名のC/Pが技術を習得している。 

但し、免疫血清作成法については、鶏飼育用アイソレータが長期間放置されていたため

活動が遅れており、現時点では達成率50%程度であるが終了時までには達成できる見通

しである。 

A 

2.動物用ワクチンの品質検査の各項目をC/Pのう

ち少なくとも１名がマニュアルに従い独自に実施で

きるか。 

専門家、C/P、実

施機関聞き取り、

アンケート 

細胞培養ができるまで２年間かかったことから、ウイルス製剤の検定技術についてはまだ

十分でないが、協力終了までには可能となる見込み。ただし、SOPの完成が前提となる。 B 

3.品質管理に係るマニュアルが完成し、検定基準

案が作られたか。 

専門家、C/P、実

施機関聞き取り、

アンケート 

プロジェクト終了までに各検査項目に係るSOPが完成する見込み 

B 

成果の達成のための外部条件（訓練を受けたC/P

が継続して品質管理業務にたずさわるとともにアシ

スタントなどへの継続的な技術伝達がスムーズに

行われる。品質検査に必要な試薬・機材・消耗品な

どがスムーズに入手される。その他）の動向 

専門家、C/P ・当プロジェクトのための予算が不明確であり、品質管理部の予算も必ずしも十分とはい

えず、実験用小動物、消耗品、一般試薬、消毒剤、ガラス器具類用洗剤の供給が十分

でなかった。 

・実験動物の供給体制も整っていないため、SPF卵、検定用発育鶏卵の調達に問題があ

った。 

C 

成果の発現を促進した要因（プロジェクト内部の要

因及び外部の要因） 

専門家、C/P １.2002年10月最南部スウェイダ県において羊痘ワクチン接種による羊の流産が多発した

との苦情があり、家畜衛生局の依頼により専門家2名、C/P 2名が現地出張調査しこれ

らの事故がワクチン接種によるものではないとの詳細報告を提出した。この結果品質

検査部の活動と検査能力に信頼が増し、以後のワクチン製造部、疾病診断部との交

流がスムーズになり、よい協力関係が作り上げられた。 

2.長短専門家の努力、特に資機材不足の初期における工夫と努力が大きかった。 

3.動物医薬品検査所からの公的・私的支援、JICA本部及びシリア事務所の支援（資金

面・携行機材面他） 

A 

成果の達成度・見込み 

促進要因、阻害要因 

成果の発現を阻害した要因（プロジェクト内部の要

因及び外部の要因） 

専門家、C/P ・当プロジェクトに対する予算というものがなく、QCS全体の予算額も少なく、個々の要請

に対応する形であり、物品の調達に大変な時間がかかった。 

・設備・機材のメインテナンス予算がなく、古い顕微鏡等故障や不具合が放置されている。 

・獣医師の科学常識の不足；教育課程で化学実験、観察、実習がなく、試料の調整、そ

の他検査手技の意義についての理解などに大きな障害があった。 

・実験動物用の畜舎未整備、ケージ等飼育用具類、飼料がない。 

C 

1.日本側の投入（ミニッツ時点での計画） 

1-1 長期専門家(1名3年間計36M/M、基盤的技術

及びワクチン検査技術) 

1-2 短期専門家（4名各3か月計12M/M、基盤１、

ウィルス製剤検査1、細菌製剤検査2） 

1-3 供与機材 （ELISA reader、centrifuge等 17項

目、3,500万円） 

1-4 研修員受け入れ（5名各６か月） 

1-5 運営経費 

専門家、C/P 1-1 長期専門家 動物用ワクチン品質改善 山本24M/M, 西川12M/M、 2名計36M/M 

1-2 短期専門家  基盤技術  蒲生 3M/M、細菌製剤検査改善  佐々木 3M/M 斉藤 

2M/M ２名計5M/M、ウィルス製剤検査改善 入谷3M/M、合計 4名 11M/M 

1-3 機材供与；供与の遅れにより初期の活動に障害があった。また一部機材が輸出承

認がとれず、代替品現地調達の可能性を調査中である。 

1-4 C/P日本研修；当初計画5名に対し調査時点までに2名しか実施されずシリア側に不

満がある。（終了までにあと2名追加実施の予定） 

1-5 運営管理費 

B 

投入の実績 

2. シリア側の投入 

2-1 土地、施設（備品付き事務室、専門家専用電話

及びファクス、実験動物よう畜舎、空調を含む） 

2-2 機材（electric stabilizer, deep freezerを含む） 

2-3 運営経費 

2-4 フルタイムC/Pスタッフの配置（PM１名、牛羊2

名、鶏2名、管理・運営・補助スタッフ） 

2-5 日本人専門家の交通手段の確保 

プロジェクト報告書 

実施機関・専門

家・C/P聞き取り 

2-1 土地・建物はダマスカス南郊シャバー村に設置、10年前に建設したものでラボとして

建設されたものではなく微生物の実験には不適合 .また動物舎、洗浄室が不十分。 

2-2  

2-3 動物舎は大中動物用２棟あるが実験用小動物用がない。ファクスはなく、電話は施

設全体で１本（国内通話専用） 

2-4 C/P 現在9名（経験10年余２名検査部長10年 , 主任検査官13年、担当7名、経験2

年以上2名、1～2年2名、残り3名は１か月たらずの新人。また1名は産休明け育児

中で責任のない業務であり、実質4名）、アシスタント5名、ワーカー2名 . 

2-5 専門家の通勤はシリア側職員の車に便乗。野外調査用車両提供はなし。 

B 
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